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32 スナップおおたわら

〒324-8641
栃木県大田原市本町１丁目４番１号
電　　話  ０２８７（２３）１１１１
業務時間  午前８時30分～午後５時15分㊊～㊎
延長窓口  午後５時15分～７時㊌
※市民課・国保年金課・税務課・収納対策課・
　子ども幸福課・保育課・会計課のみ

広報おおたわらの内容を音声で聞くことができま
す。『音訳（デイジー）版広報おおたわら』をご希望の
方は、下記へお問い合わせください。

福祉課　 ３階　 （２３）８９２１

「広報おおたわら」はホームページなどでも
ご覧いただけます。
　  https://www.city.ohtawara.tochigi.jp/
　 category/bunya/administration/publi
　 city/kouhou-ohtawara/

１月号の目次

地域おこし協力隊活動レポート／なす風土
記ものがたり／知って得するくらし情報／
自然観察館だより／天文館だより／大田原
図書館／那須野が原ハーモニーホール

子育て／健康・福祉／年金・国保　ほか

上侍塚古墳発掘調査体験／佐久山小大田原
市児童生徒表彰式／市史編さんだより

◆今月の表紙
　表紙は、いちご一会とちぎ国体バドミントン競技のリハーサ
ル大会として 11 月 18 日～ 21 日にかけて県北体育館で開催され
た「JTB バドミントン S/J リーグⅡ 2021 大田原大会」の試合の様
子です。男子８チーム、女子８チームが出場し、総当りのリー
グ戦で白熱した試合が繰り広げられ、男子は「コンサドーレ」（北
海道）、女子は「丸

まるすぎ

杉」（岐阜県）が優勝し、
１部リーグへの昇格が決まりました。
　表彰式では、各部門の表彰に続き、大

おおこし

越  
泉

いずみ

選手（コンサドーレ）と今月号の表紙を
飾った杉

すぎむら

村 南
み な み

美 選手（丸杉）が、栃木県出
身選手として紹介され、津久井市長から記
念品が贈られました。
　また、大会の運営にあたり、市民の皆さ
まにボランティアとしてご協力をいただ
きました。ありがとうございました。

男子優勝チーム「コンサドーレ」 女子優勝チーム「丸杉」

大越  泉 選手（栃木県出身）

◆掲示板

マイナンバーカードの休日交付

１１９番通報が一時不通になります

●日時…１月15日㊏、１月30日㊐、２月12日㊏、２月27日㊐
　午前９時～正午、午後１時30分～４時30分
●場所…市民課（本庁舎２階）
●対象者…マイナンバーカードの申請をし、市から交付通知

はがきが届いた方　※事前にご予約をお願いします。
　予約専用電話番号　 （２３）８７５５
●持ち物…▶交付通知はがき▶身分証明書（官公庁の発行した

顔写真付きの物１点、または保険証など２点）▶通知カード（お
持ちの方のみ）▶住民基本台帳カード（お持ちの方のみ）
市民課　本２階　 （２３）８７５５

　NTT 東日本の電話交換機のメンテナンス工事に伴い、１１９
番通報が一時つながらなくなります。
●日時…２月４日㊎
　　　　午前０時50分～３時20分の時間帯で約３分間
※１１９番通報をしてもつながらない場合は、携帯電話か光回

線固定電話から栃木北東地区消防指令センターの代表電話
にかけ直してください。
栃木北東地区消防指令センター
０２８７（２８）５１１１



　

あ
け
ま
し
て
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と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健

や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
末
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
者
が
全
国
的
に
減
少
し
、
ホ
ッ
と

し
た
年
末
年
始
で
あ
り
ま
し
た
。
感

染
さ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
医
療
従

事
者
の
皆
さ
ま
、
各
事
業
者
の
皆
さ

ま
、
そ
し
て
す
べ
て
の
市
民
の
皆
さ

ま
へ
、
こ
れ
ま
で
の
感
染
拡
大
防
止

対
策
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
、
心

か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。
本
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
市

民
の
皆
さ
ま
が
一
日
も
早
く
安
定
し

た
日
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に
戻
れ
る
よ
う
、
感
染
防
止

対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

大
田
原
市
総
合
計
画「
大
田
原
国

造
り
プ
ラ
ン
」は
、
本
市
の
ま
ち
づ

く
り
の
指
針
で
あ
り
、
今
年
が
後
期

基
本
計
画
５
年
間
の
ス
タ
ー
ト
の
年

と
な
り
ま
す
。
こ
の
計
画
の
基
本
理

念
は
、
大
田
原
市
民
憲
章
が
も
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
私
が
考
え

る
ま
ち
づ
く
り
を
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

①
豊
か
な
自
然
と
調
和
す
る
安
ら
ぎ

の
あ
る
快
適
な
環
境
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り

　
（
自
然
を
愛
し
環
境
を
と
と
の
え
）

②
歴
史
と
伝
統
文
化
を
継
承
す
る
こ
と

で
豊
か
な
心
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

　
（
歴
史
と
伝
統
を
生
か
し
よ
い
風

習
を
そ
だ
て
）

③
次
世
代
に
つ
な
が
る
賑
わ
い
を
創

出
し
て
豊
か
さ
を
感
じ
る
ま
ち
づ

く
り

　
（
心
身
を
き
た
え
仕
事
に
は
げ
み
）

④
世
代
を
こ
え
て
、
い
た
わ
り
支
え

あ
い
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

　
（
若
い
力
を
そ
だ
て
と
し
よ
り
を

う
や
ま
い
）

⑤
市
民
に
開
か
れ
、
安
全
安
心
を
共

有
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

　
（
き
ま
り
を
守
り
な
ご
や
か
な
家

庭
を
つ
く
り
）

　

併
せ
ま
し
て
、
今
後
も
現
代
社
会

に
対
応
で
き
る
情
報
化
と
広
域
連
携

を
目
指
し
、
効
果
的
な
行
財
政
運
営

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

人
生
１
０
０
年
時
代
と
言
わ
れ
る

今
日
、
急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化
を

見
据
え
、
若
い
世
代
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
年
齢
を
問
わ
ず
社
会
参
加
さ
れ

る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。
そ
う
す

る
こ
と
で
様
々
な
負
担
の
軽
減
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

長
い
人
生
を
意
義
あ
る
も
の
に
す
る

に
は
、
自
ら
を
信
じ
目
標
を
持
っ
て

社
会
に
参
加
し
、
社
会
貢
献
を
し
な

が
ら
学
び
を
続
け
、
生
涯
現
役
を
実

本庁舎屋上から

謹

賀

新

年

知
恵
と
愛
の
あ
る

　
協
働
互
恵
の
ま
ち

　
お
お
た
わ
ら

令
和
４
年
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
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現
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　

い
よ
い
よ「
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ

国
体
」が
今
年
10
月
に
開
催
さ
れ
、

地
元
選
手
を
は
じ
め
全
国
か
ら
多
く

の
選
手
が
本
市
を
訪
れ
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ま
の
観
戦
応
援
は
も
と
よ
り

大
田
原
の
熱
烈
な
お
も
て
な
し
を
披

露
し
て
、
大
田
原
の
す
ば
ら
し
さ
を

全
国
の
人
々
に
知
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
ょ
う
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
新

た
な
時
代
の
幕
開
け
の
年
、
ご
健
勝

ご
多
幸
を
ご
祈
念
し
新
年
の
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

　

王
将
戦
第
三
局
の
大
田
原
市
で
の

開
催
が
決
定
し
ま
し
た
。
渡
辺
明
王

将
と
藤
井
聡
太
四
冠
の
対
局
が
待
ち

遠
し
い
で
す
ね
。



42022.1

　　　　サロンスタッフ紹介

・大田原市への移住相談業務のほか、地域の魅力発信など移住
に関して幅広く業務を行っています。

・移住相談業務の他、市外へのＰＲ、月 1回「大田原通信」を発
行しています。

・市内空き家・空き店舗の調査、写真などを活用した大田原市
の PR活動を行っています。

・魅力ある大田原市へ、１人でも多くの方に移住していただける
よう頑張りますので、ご協力の程よろしくお願いいたします。

・大田原市には発信されていない隠れた魅力がたくさんあると
感じています。地域の集まりやイベント、お気に入りの場所
など、大田原市の情報をお寄せください。取材に伺います。

・令和２年６月に任用され、多くの方に支えられながら、活動
してまいりました。これからもお世話になった方々へ微力な
がら少しでも恩返しをしていけるよう精進して参ります。

大田原市移住・定住交流サロン
特集

　

首
都
圏
と
の
交
流
や
移

住
を
促
進
し
、本
市
へ
の

移
住
・
定
住
人
口
を
増
加

さ
せ
る
た
め
、令
和
２
年

４
月
に
開
設
し
ま
し
た
。

　

就
職
、就
農
、子
育
て
支

援
、住
ま
い
な
ど
、移
住
・

定
住
に
必
要
な
情
報
を
集

約
し
、相
談
窓
口
の
一
元

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

大
田
原
市
へ
移
住
・
定

住
を
考
え
て
い
る
方
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
総
合

相
談
窓
口
で
す
。

　移住・定住交流サロンが実施する取り組み

主な業務

主な業務

主な業務

メッセージ

メッセージ

メッセージ

西
にしざ き

﨑　良
よ し こ

子 移住コーディネーター
大田原市出身

白
し ら い

井　あかね 地域おこし協力隊
東京都出身

益
ま し こ

子　晴
はる た か

貴 地域おこし協力隊
鹿沼市出身
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　　　　サロンスタッフ紹介

　本市の実施している活動を PR し、
地域一体となって移住・定住の促進
に取り組んで行くことを目的とし
て、月に１回発行しています。

　相談形式はメールや電話、オンラ
インなど様々ですが、多くの方から
移住に関する相談を受けています。
　これまでに９世帯 21名（令和３年
12 月１日現在）の方が、当サロンを
通じて本市に移住されました。

　県外に住んでいる方に興味を持っていただい
たり、市民の皆さまにも大田原市の魅力を再認
識していただくことを目的に、SNS などを通じ
て市内で撮影した写真を発信しています。

　産業文化祭など
のイベントにサテ
ライト相談窓口を
出展し、移住希望
者の相談に応じて
います。

大田原市移住・定住交流サロン
〒 324-0041　大田原市本町 1 丁目 4 番 1 号
　大田原市役所 A 別館２階

（２３）８７９４　　 （２３）８７４８
 salon@ohtawara-ijyu.jp

　移住・定住交流サロンが実施する取り組み

　問い合わせ

ホームページ Facebook Instagram

▼大田原通信の発行

▼移住相談業務

▼大田原市の魅力発信

▼各種イベントへの出展

自治会を通して回覧板で配布

大田原市産業文化祭 UIJターン説明会「就活フェア㏌大田原」

対面での相談 オンライン相談

相談者を先輩移住者に紹介し
体験談を聞いています

写真の一例

Facebook でも公開
詳細はこちら☞

年
齢
別
相
談
者
の
割
合

60代
46％

40代
７％

30代
７％70～80代

13％

50代
27％

移
住
前
住
居

徳島県
１世帯

愛知県
１世帯

東京都
２世帯

埼玉県
２世帯

栃木県内
２世帯

神奈川県
１世帯

ホームページ Facebook Instagram
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新型コロナウイルス感染症の影響により掲載事業が中止・延期となる場合があります。
中止・延期の際は、市ホームページ・よいちメールなどでお知らせします。

ト ピ ッ ク ス

令和３年度上半期財政状況（令和３年９月30日現在）
大田原市の財政状況（１）

科　目 予算現額 収入済額

市税 99億7878万円 65億3583万円

地方交付税 68億6554万円 49億6172万円

国庫支出金 57億6594万円 20億6533万円

県支出金 25億6525万円 3億6293万円

市債 25億3000万円 0万円

地方消費税交付金 15億7000万円 9億8436万円

使用料及び手数料 3億7182万円 1億6723万円

その他 31億2232万円 20億5926万円

合　計 327億6965万円 171億3666万円

収入率 52.3%

科　目 予算現額 支出済額
民生費 114億7991万円 50億  874万円
教育費 40億3800万円 16億1100万円
公債費 36億6179万円 17億3055万円
衛生費 33億8010万円 13億7111万円
総務費 31億8507万円 12億5389万円
土木費 28億8391万円 15億2677万円
消防費 13億2308万円 7億4106万円
商工費 11億8410万円 9億  384万円

農林水産業費 11億2225万円 4億9238万円
その他 5億1144万円 2億6068万円
合　計 327億6965万円 149億      2万円
支出率 45.5%

【歳入】

【歳出】

一　般　会　計

　令和３年度一般会計の上半期予算現額は前年度からの繰越事業分を含め 327 億 6,965 万円でした。これに対
し、収入済額は、171 億 3,666 万円、収入率 52.3％、支出済額は、149 億２万円、支出率 45.5％でした。
　前年同期と比較すると、収入率が 2.2％の減（前年度 54.5％）、支出率は 5.8％の減（前年度 51.3％）になって
います。

一般会計の概況

問 財政課　本６階　　（２３）８７９７
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会計名 予算現額
収入済額 収入率
支出済額 支出率

国民健康保険事業費 81億  400万円
35億9219万円 44.3%
40億8203万円 50.4%

介護保険 71億4242万円
35億5449万円 49.8%
35億4465万円 49.6%

子育て支援券 2050万円
2478万円 120.9%

168万円 8.2%

後期高齢者医療 7億3830万円
3億7454万円 50.7%
2億7359万円 37.1%

須賀川財産区 95万円
14万円 14.7%

7万円 7.4%

特　別　会　計

　特別会計とは、特定の事業を行
う場合や特定の収入で事業を行う
場合に、経理を他の会計と区別す
る必要があるため、法律や条例で
設置しているものです。
　本市には、国民健康保険事業費、
介護保険、子育て支援券、後期高
齢者医療、須賀川財産区の５つの
特別会計があります。

土地 建物 基金
5,510,478㎡ 347,190㎡ 48億1078万円

特別会計の概況

財　産

　水道事業の収支は、収益的収支と資本的収支に大別
できます。
　収益的収支とは、事業運営を目的とした収支です。
収入には水道料金、加入金、一般会計からの営業補助
金などがあり、支出には水道管修繕費、人件費、借入
金利子償還金などがあります。
　資本的収支とは、施設整備を目的とした収支です。
収入には工事のための国・県補助金や起債（借入金）、
工事負担金などがあり、支出には水道管布設工事費、
移設工事費や借入金の元金償還金などがあります。

※特定地域生活排水処理事業（公設型浄化槽事業）地区は除く

《収益的収支》
事業運営を目的とした収支（税別）

収入 6億9487万円
支出 3億1477万円

《資本的収支》
設備整備を目的とした収支（税込）

収入 0万円
支出 3億7700万円

収入および支出の状況

《収益的収支》
事業運営を目的とした収支（税抜）

収入 10億9292万円
支出 2億5146万円

《資本的収支》
設備整備を目的とした収支（税込）

収入 8398万円
支出 4億5977万円

収入および支出の状況

給水戸数 27,824戸
給水人口 65,268人

業務の状況

排水区域面積 17,880,000㎡
排水人口 40,809人

業務の状況

企業債 50億6679万円
一時借入金 0円

企業債および一時借入金の現在高

企業債 86億3411万円
一時借入金 0円

企業債および一時借入金の現在高

水道事業の概況

　下水道事業会計は、令和２年４月１日から、公営企
業会計へ移行しました。公営企業会計の適用により、
下水道施設などの資産情報を整理するとともに、経営
基盤の強化と財政の健全化に取り組んでいきます。
　収益的収支のうち、収入には下水道使用料、一般会
計からの雨水処理負担金、営業補助金などがあり、支
出には施設の維持管理費、北那須流域下水道管理事業
負担金、人件費、借入金の利子償還金などがあります。
　資本的収支のうち、収入には工事のための国庫補助
金や起債（借入金）、工事負担金などがあり、支出には
汚水管渠工事費、舗装復旧工事費や借入金の元金償還
金などがあります。

下水道事業の概況

水　道　事　業

下　水　道　事　業

税　目 予算現額 収入済額
固定資産税 51億3030万円 37億7163万円

市民税 37億4668万円 19億9909万円

市町村たばこ税 4億9900万円 2億6589万円

都市計画税 3億3050万円 2億4248万円

軽自動車税 2億5770万円 2億4947万円

入湯税 1460万円 727万円

合計 99億7878万円 65億3583万円

市　税　の　状　況

固定資産税

市民税

市町村
たばこ税

都市計画税

予算現額
収入済額軽自動車税

入湯税

0 10 20 30 40 50 60
億円
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支出済額
合計

441億1448万円
支出率
93.2%

令和２年度決算の概要
大田原市の財政状況（２）

【歳入】
市税の状況

税　　目 収入済額
固定資産税 53億4256万円

市民税 43億5825万円
市町村たばこ税 4億9240万円

都市計画税 3億4313万円
軽自動車税 2億5843万円

入湯税 1361万円
合　計 108億  838万円

市民１人当たりの
市税負担額（※）

153,578円 

※住民基本台帳人口　70,377人
（令和３年３月31日現在）

市税
108億838万円

23.8%

使用料及び手数料
3億1273万円

0.7%
地方消費税交付金

17億453万円
3.8%

その他
48億1228万円

10.6%

収入済額
合計

454億2230万円
収入率
95.9%

地方交付税
83億3636万円

18.3%

国庫支出金
129億3461万円

28.5%

市債
37億7870万円

8.3%

県支出金
27億3471万円

6.0%

【歳出】 その他
7億2230万円

1.6%

商工費
20億1945万円

4.6%

農林水産業費
10億4399万円

2.4%消防費
16億8739万円

3.8%

総務費
106億6395万円

24.2%

教育費
52億688万円

11.8%

衛生費
41億8481万円

9.5%

公債費
34億5648万円

7.8%

土木費
30億1618万円

6.8%

民生費
121億1305万円

27.5%

一　般　会　計

歳出科目別 1人当たり決算額

市民１人当たりに
使われた金額

626,831円 

科　目 1 人当たり決算額
民生費 172,117円 
総務費 151,526円 
教育費 73,986円 
衛生費 59,463円 
公債費 49,114円 
土木費 42,857円 
商工費 28,695円 
消防費 23,976円 

農林水産業費 14,834円  
災害復旧費 6,396円 

議会費 3,573円 
労働費 295円 

　令和２年度一般会計の最終予算額は 473 億 5,453 万円でした。これに対し、決算額は、歳入 454 億 2,230 万円、
歳出 441 億 1,448 万円で、前年度に比較すると、歳入では 122 億 9,659 万円、37.1％の増、歳出では 118 億
5,799 万円、36.7％の増でした。歳入・歳出が増えた要因としては、新型コロナウイルス感染症緊急経済対策
として行った特別定額給付金事業が主な要因となっています。
　収入済額の主な内訳は、国庫支出金 129 億 3,461 万円、市税 108 億 838 万円、地方交付税 83 億 3,636 万円、
市債 37 億 7,870 万円などでした。
　また、支出済額の主な内訳は、民生費（社会福祉・児童福祉関係経費） 121 億 1,305 万円、総務費（庁舎の
管理などの全般的な経費） 106 億 6,395 万円、教育費（小・中学校、公民館、体育施設関係経費） 52 億 688 万円、
衛生費（保健衛生・清掃関係経費） 41 億 8,481 万円、公債費（借入金の返済） 34 億 5,648 万円、などでした。

一般会計の概況

問 財政課　本６階　　（２３）８７９７
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借入先別
残高合計

323億8037万円

目的別
残高合計

323億8037万円

　営業収支の決算額は、収入は19億7,358万
円で、主なものは、他会計補助金7億5,809万
円、下水道使用料6億7,008万円です。支出は
16億3,650万円で、主なものは、流域下水道
維持管理負担金2億2,310万円でした。
　資本的収支の決算額は、収入は4億2,020
万円で、主なものは、企業債2億3,000万円で
す。支出は11億4,969万円で、建設改良費と
企業債元金償還金でした。

　水道事業会計営業収支の決算額は、収入 
15億7,352万円、支出 14億501万円で、前年
度と比較すると収益 2,153万円（1.4％）の
増、支出 1,489万円（1.0％）の増でした。
　資本的収支の決算額は、収入 3億7,558万
円、支出 11億97万円で、前年度と比較する
と収入 8,762万円（30.4％）、支出 8,685万円

（8.6％）のそれぞれ増でした。

《収益的収支》
事業運営を目的とした収支（税抜）

収入 19億7358万円
支出 16億3650万円

《資本的収支》
設備整備を目的とした収支（税込）

収入 4億2020万円
支出 11億4969万円

収入および支出の状況

《収益的収支》
事業運営を目的とした収支（税抜）

収入 15億7352万円
支出 14億  501万円

《資本的収支》
設備整備を目的とした収支（税込）

収入 3億7558万円
支出 11億    97万円

収入および支出の状況

排水区域面積 17,880,000㎡
排水人口 40,499人

業務の状況

給水戸数 27,767戸
給水人口 66,735人

業務の状況

企業債 89億9087万円
一時借入金 0円

企業債および一時借入金の現在高

企業債 52億5067万円
一時借入金 0円

企業債および一時借入金の現在高

下水道事業の概況

水道事業の概況

特　別　会　計

市債の借入残高

財　産

水　道　事　業

臨時財政対策債等
155億4180万円

48.0%

衛生債
4億9142万円

1.5%

総務債
37億748万円

11.4%

その他
17億762万円

5.3%

土木債
58億2509万円

18.0%
教育債

51億696万円
15.8%

財務省等
110億7769万円

34.2%

地方公共団体金融機構
124億373万円

38.3%

市中銀行
35億3568万円

10.9%

共済等
23億2847万円

7.2%

その他
30億3480万円

9.4%

会　計　名 予算現額 収入済額 収入率
支出済額　 支出率

国民健康保険事業費 80億6204万円 81億  126万円  100.5% 
78億6102万円 97.5%

介護保険 77億7736万円 71億6597万円 92.1%
68億9619万円 88.7%

子育て支援券 3050万円 3087万円 101.2%
611万円 20.0%

後期高齢者医療 7億5040万円 7億2927万円 97.2%
7億2740万円 96.9%

須賀川財産区 120万円 106万円 88.3%
92万円 76.6%

土地 建物 基金
5,518,818㎡ 348,465㎡ 47億8334万円

下　水　道　事　業 ※令和２年度から公営企業会計となり、初の決算となりました
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令和３年分　確定申告／市民税・県民税申告日程

■申告会場における新型コロナウイルス感染症対策について■
　申告会場は、例年多くの方が来場し
ており、混雑緩和や感染予防など、徹
底した感染症対策が必須です。申告者
の皆さまには、次の点についてご理解
いただき、ご協力をお願いします。

※混雑を軽減するため、受付日と会場を指定しました。例年、午前中や各会場初日が大変混み合います。できるだけ指
定された日にお越しください。

※順番は申告内容により変更になる場合もありますのでご了承ください。

①感染リスクが高い対面を避けるため、できる限りe -Tax（電子申告）を
ご利用ください

　e -Taxを利用すれば混雑する申告会場を避けて申告ができます。パソ
　コン・スマートフォンを利用して国税庁の確定申告コーナーから確

定申告書が提出できます（詳細は本紙13ページをご覧ください）。混
雑緩和のため、できる限り申告会場への来場を避け、会場での新型
コロナウイルス感染症拡大防止にご協力ください。

②来場する方（e -Taxが利用できないなど）へのお願い
・検温のお願い
　申告会場に入場する前に検温をお願いします。37.5度以上の熱があ

る方は、当日の受付はお断りさせていただきます。
※事前にご自宅で検温していただき、体調不良・発熱などの症状があ

る場合は来場をご遠慮ください。
・マスク着用のお願い
　受付会場に入場する際は、マスクの着用をお願いします。マスクを

着用されない場合は、受付会場への入場をお断りさせていただく場
合があります。

・「収支内訳書」や「医療費控除の明細書」の事前作成のお願い
　申告に必要な書類については、事前作成にご協力ください。作成さ

れていない場合は、お帰りいただく場合もあります。
・少人数での来場のお願い
　混雑緩和のため、できる限り申告者のみの来場をお願いします。
・筆記用具持参のお願い
　受付票の記入などに使うボールペン（黒または青）をご持参ください。

申告会場での申告をお考えの方へ

　 税務課　 　２階　　（２３）８７２５確定申告／市民税・県民税申告のご案内

左記の各地区公民館で行っていた申告相談について、昨年から
湯津上庁舎に会場が変更となっています。今後も湯津上庁舎で
の受付となりますので、該当の地区の方はご注意ください。

※ 親園地区公民館
※ 佐久山地区公民館
※ 金田南地区公民館

湯津上庁舎

申告会場の感染症対策
①入場人数の制限
・待合席を減らし、申告会場に入

場できる人数を制限します。
・受付が終わりましたら、お呼び

出しまで別室などでお待ちいた
だく場合があります。

②消毒・飛沫対策など
・会場の各所に消毒液を設置しま

す。
・会場のテーブルやイスは適時、

消毒作業を行います。
・待合室では、席の間隔を空けて

座っていただきます。
・職員と対面で話しをする場所に

は、 飛 沫 対 策 の た め ア ク リ ル
ボードを設置します。

・会場は定期的に換気を行います。

期　日
大田原地区

期　日
黒羽・湯津上地区

場　所 午前の部
8:30 ～ 11:30

午後の部
13:00 ～ 16:00 場　所 午前の部

8:30 ～ 11:30
午後の部

13:00 ～ 16:00
２月15日㊋ 野崎地区

公民館
（野崎研修
　センター）

下石上・野崎 ２月15日㊋ 須賀川
出張所

須佐木 須佐木・南方
16日㊌ 上石上 薄葉・平沢 16日㊌ 須賀川 須賀川・川上・雲岩寺
17日㊍ 薄葉 17日㊍

湯津上庁舎

北滝 片田
18日㊎

金田北地区
公民館

中田原 18日㊎ 亀久 矢倉・蛭田

21日㊊ 中田原・町島・
荒井・岡

戸野内・練貫・
乙連沢 21日㊊ 蛭田 湯津上

22日㊋ 市野沢 今泉・羽田 22日㊋ 湯津上
24日㊍ 富池 小滝 24日㊍ 狭原 佐良土
25日㊎

市民協働
ホール

（市役所１階）

富士見 山の手・城山 25日㊎ 佐良土
28日㊊ 紫塚 元町・新富町 28日㊊ 蛭畑

３月１日㊋ 末広 中央・本町 ３月１日㊋ 片府田 新宿・小船渡
 ２日㊌ 美原 美原・住吉町  ２日㊌

黒羽庁舎

堀之内 黒羽田町
 ３日㊍ 浅香 浅香・若松町  ３日㊍ 前田 前田・八塩
 ４日㊎ 若草 若草・加治屋  ４日㊎ 北野上
 ７日㊊

湯津上庁舎
（親園地区※）

親園 親園・荻野目  ７日㊊ 黒羽向町
 ８日㊋ 花園 実取  ８日㊋ 余瀬 大豆田
 ９日㊌ 滝沢・滝岡 宇田川  ９日㊌ 蜂巣 桧木沢
10日㊍ 湯津上庁舎

（佐久山地区※）
佐久山 10日㊍ 寒井

11日㊎ 大神・藤沢 福原 11日㊎ 両郷出張所
（両郷地区

コミュニティ
センター）

久野又 河原
14日㊊ 湯津上庁舎

（金田南地区※）

北金丸 北金丸・奥沢・倉骨 14日㊊ 両郷・川田 中野内

15日㊋ 南金丸 上奥沢・鹿畑・
北大和久・赤瀬 15日㊋ 大輪 寺宿・木佐美・

大久保
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申告が必要な方
　令和４年１月１日に大田原市に住所があり、
▶令和３年中に事業所得や地代・家賃などの不動産所得、土地などの譲渡所得、その他所得があった方
▶給与所得がある方で、「給与支払報告書」が勤務先から市税務課に送付されていない方（勤務先に確認してください）や

令和３年中に退職した方
▶給与所得のみで、雑損控除、医療費控除、寄附金控除などを受けようとする方
▶年金所得のみで、社会保険料控除、生命保険料控除、医療費控除などの控除を追加する方
▶国民健康保険や後期高齢者医療保険、介護保険の加入者で、下記「申告が不要な方」に該当しない方（なお、国民健康保

険加入の被扶養者は収入が皆無でも保険税が軽減される場合がありますので、必ず申告してください）

　昨年度、市民税・県民税の申告をされた方には、通知を送付しますが、通知を受けていなくても、
次のような方は申告をしてください。なお、昨年度、確定申告をした方には、通知を送付していません。

その他申告が必要な場合
　児童扶養手当、保育園の入園などの手続きを
する方や、市営住宅に入居している方は、所得
の状況を示した各種証明書の提出が必要にな
る場合があります。これらの証明書の交付を
受けるためには申告してあることが必要です。

申告が不要な方
▶税務署に所得税の確定申告をする方
▶昨年の所得が年末調整をした給与所得のみの方（追加控除がある方

を除く）
▶昨年の所得が年金所得のみの方（追加控除がある方を除く）
※給与所得、年金所得ともに、給与支払者または年金保険者から給与、

年金支払報告書が市に届いている場合に限ります。

申告に必要な書類
【全員】

▶本人確認書類（運転免許証など）および個人番号確認書類
( マイナンバーカード、通知カードまたは個人番号記載
の住民票の写し )

▶預金通帳 ( 口座番号が確認できるもの。所得税が還付の
場合必要となります )

▶確定申告のお知らせはがき（税務署から送付があった方
のみ）

【各種所得がある方】
▶給与・年金所得がある方は、源泉徴収票
▶事業（営業・農業）所得がある方は、収支内訳書（農業所

得の申告については右記参照）
▶不動産所得がある方は、固定資産税の課税証明書または

税務課発行の申告用名寄公課資料（無料）など
▶ その他所得を証明できる書類

【所得控除を受けたい方　該当するものがある場合のみ】
・生命保険料、地震保険料、旧長期損害保険料、国民健康

保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料、国民年金
保険料などの領収書または支払証明書

・身体障害者手帳、精神障害者手帳、療育手帳、障害者控
除対象者認定書

・寄附先から交付を受けた寄附金受領書など
・医療費控除を受ける方は、医療費の領収書や補てん金（高

額療養費・医療保険などで戻ってきた金額）を確認でき
る書類またはそれらをまとめた医療費控除の明細書

※医療費控除の事前準備として、令和３年中に支払った医
療費の領収書を個人別・病院別に分け、医療費総額を計
算してきてください。

※セルフメディケーション税制の適用を受ける場合は、領収書などと一定の取り組み（インフルエンザ予防接種など）を
行ったことを明らかにする書類をお持ちください。

農業所得を申告するとき
　事前に収支内容をまとめてお持ちください。収支内容
をまとめていないと、実際にかかった経費を認めること
ができなくなり、思いがけない課税が発生する場合があ
ります。日ごろから記帳するよう心がけ、スムーズに申
告ができるよう事前準備をお願いします。
●持ち物

・ 収支内訳書または収支内容をまとめたノートなど
・ 根拠となる領収書（レシートも可）
・ 米、農産物などの販売数量、販売金額が記載された明

細
・ 農業に関する交付金・助成金などの通知
・ 通帳（令和３年１月～12月の取引内容が記載されてい

るもの）
※取得価額が 10 万円以上の農業用資産を事業用として新

たに取得したり他から転用した場合は、取得価格がわ
かるもの（減価償却の方法により経費計上することとな
りますので、農機具などの名称、取得年月、取得価格
を確認しておいてください。農業用資産を廃棄・売却
した場合は廃棄・売却年月を確認しておいてください。）

※経費として認められるものはあくまで農業をする上で
負担したもののみです。毎年、家庭用で支払ったもの
を含めて経費計上する方も見られますので、ご注意く
ださい。

※農地を貸し付け、小作料として現金やお米で受け取る
場合は、農業所得ではなく「不動産所得」として申告が
必要になります。その場合、貸地にかかる固定資産税
や土地改良費を負担していれば経費となります。

▶申告期間中は、職員が各申告会場へ出張しているため、
　税務課窓口や各支所の窓口では申告できません。必ず
　指定会場・日時で申告してください。（ただし、収入のな
　い方の申告については、税務課窓口でも受け付けます）。
▶ 受付時間…①午前の部：午前８時30分～11時30分　②午

後の部：午後１時～４時※午後４時以降は受付不可。
▶令和元年分の申告から、市の申告相談会場では消費税の
　申告受付を行っていません。消費税の申告は税務署に

お願いします。

申告するときの注意事項 収入のない方の申告
　前年中に収入が皆無であった方または非課税収入（遺族
年金、障害年金、雇用保険の失業給付など）のみを受給し
ていた方は、申告書に必要事項を記入の上、市税務課に
直接お持ちいただくか、郵送で提出してください。

◎市のホームページで市民税・県民税申告書の様式を
　ダウンロードできます。記載例も参照できます。

市公式ホームページ上段のサイト内で検索

住民税申告書
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※１　所得は令和２年中の所得です（１～７月診療分は令和元年の所得によります）。「旧ただし書所得」とは、総所得金額等か
　　　ら基礎控除額（43万円）を差し引いた額です。
※２　【　】内の金額は、過去12か月に４回以上高額療養費の支給があった場合、４回目以降に適用される自己負担限度額です。

● 70歳以上75歳未満の方

● 70歳未満の方
区分 所得要件 ※ 1 自己負担限度額 ※ 2

ア 旧ただし書所得
901万円超 252,600円＋（総医療費－842,000円）×1％【140,100円】

イ 旧ただし書所得
600万円超901万円以下 167,400円＋（総医療費－558,000円）×1％【93,000円】

ウ 旧ただし書所得
210万円超600万円以下 80,100円＋（総医療費－267,000円）×1％【44,400円】

エ 旧ただし書所得
210万円以下 57,600円【44,400円】

オ 低所得者
（住民税非課税） 35,400円【24,600円】

　障害者手帳をお持ちでない方でも、65歳以上の要介護認定者の方で障害者手帳を持っている人と同程度の障害が
あると認定された方（認定基準あり）は、税の申告の際に、障害者控除対象者認定書を提出することで障害者控除を受け
ることができます。認定書が必要な方は、下記窓口で申請をしてください。

給与・賃金などを支払った方へ

確定申告で医療費控除を受ける国民健康保険の方へ

障害者控除対象者認定書の発行

　令和３年中に給与・賃金など（専従者給与、パート・ア
ルバイト代を含む）を支払われた方は、給与の支払いを受
けた方の令和４年１月１日現在の住所地に、給与支払報
告書を提出することが法令で義務付けられています。
　 給与支払報告書は、給与所得者にとって市県民税の申告
に代わる重要な資料となりますので、必ず期限までに提出
をお願いします。また、提出期限直前は大変混雑しますの
で、給与支払報告書の早期提出にご協力をお願いします。

●提出期限…１月 31 日㊊
●提出書類…給与支払報告書（総括表、個人別明細書、普

通徴収切替理由書※）
※普通徴収に切り替える場合には提出が必要です。切替理

由書は総括表と合わせて市から送付しています。届いて
いない場合には市ホームページからダウンロードして
いただくか、左記へご連絡ください。

　提出方法の詳細は、総括表の裏面や市ホームページを
ご覧ください。

区分 自己負担限度額（入院・世帯合算） ※２
外来（個人ごと）

現役並み所得者Ⅲ（課税所得690万円以上） 252,600円＋（総医療費－842,000円）×1％【140,100円】
現役並み所得者Ⅱ（課税所得380万円以上） 167,400円＋（総医療費－558,000円）×1％【93,000円】
現役並み所得者Ⅰ（課税所得145万円以上） 80,100円＋（総医療費－267,000円）×1％ 【44,400円】

一般 18,000円（年間上限144,000円） 57,600円
低
所
得
者

Ⅱ
8,000円

24,600円

Ⅰ 15,000円

　確定申告で医療費控除を受ける際は、年間に支払った
医療費から、高額療養費などの保険給付を受けた金額を
差し引いて申告する必要があります。
　国民健康保険では、１か月に支払った医療費が下表の
自己負担限度額を超えると、超過分が高額療養費として
支給される可能性があります。支給対象者には、支給申
請の案内を送付しており、12月診療分は２月下旬に発送
予定です。
　「医療費のお知らせ」は確定申告で医療費控除を受ける
際に添付書類として使用できます。令和３年１月～ 12月

に国民健康保険で受診した「医療費のお知らせ」について
は１月～10月診療分を２月上旬に発送する予定です。11
月と12月診療分については、ご自身で保管している領収
書に基づいて申告してください。「医療費のお知らせ」を
紛失した場合は再発行が可能ですので下記へご連絡くだ
さい。
　なお、医療費控除を受けた領収書は５年間の保管義務
があり、高額療養費の申請の際にも領収書によって支払
額の確認を行いますので、大切に保管してください。
問 国保年金課　　２階　 　（２３）８８５７

～給与支払報告書の提出について～

　 税務課　　２階　　（２３）８７２５

問 高齢者幸福課　　３階　　（２３）８７４０
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確定申告は自宅からスマホ・パソコンで利用できる e-Tax・スマホ申告が便利です
　国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」を用いて、確定申告会場に出向かなくても、マイナンバーカード
をお持ちの方はマイナンバーカード対応のスマホまたは IC カードリーダライタを利用して、e-Tax で申告書を提出で
きます。また、印刷して郵送などで税務署に提出することもできます。マイナンバーカードをお持ちでない方は、お
早めの取得をお願いします。感染防止の観点からも、ぜひご自宅から e-Tax をご利用ください。
《確定申告などに関する問い合わせ》
　国税庁ホームページ「確定申告特集」をご覧ください。
《e-Tax・作成コーナーの操作などに関する問い合わせ》
　e-Tax・作成コーナーヘルプデスク　　　０５７０（０１）５９０１
　【受付時間】㊊～㊎（㊗および 12 月 29 日㊌～１月３日㊊を除く）

問大田原税務署　　（２２）３１１５（自動音声）

所得税・個人消費税・贈与税の確定申告会場　開設
●会場…大田原税務署別館
●期間…１月24日㊊～３月15日㊋（㊏㊐㊗を除く）
※新型コロナウイルス感染症対策の一環として、還付申告の方の申告相談を２月 15 日㊋以前でも受け付けています。
※贈与税については、２月１日㊋以降、申告相談を受け付けています。
●時間…午前８時30分～午後４時（相談開始は午前９時から）
　確定申告会場の入場には、当日配付または国税庁 LINE 公式アカウントから事前に取得した入場整理券が必要です。
※スマホをお持ちの方は、確定申告会場において、基本的にスマホを利用して申告書を作成して
いただきます。

※確定申告会場に来場される際は、マスクを着用していただき、少人数でお越しください。
※入場の際に検温を実施しています。咳・発熱などの症状のある方は入場をお断りさせていただ
きます。

※午後４時前であっても、相談受付を終了する場合があります。

〈国税庁 LINE
公式アカウント〉

大田原税務署からのお知らせ

派遣選手および栃木県強化指定選手の募集
問NPO法人栃木県障害者スポーツ協会
　０２８（６２４）２７６１
　entry@syospo-tochigi.org

●開催期間…10 月 29 日㊏～ 31 日㊊
●派遣期間…10 月 27 日㊍～ 31 日㊊
●競技…陸上競技（身体・知的）、水泳（身体・知的）、
フライングディスク（身体・知的）、アーチェリー（身
体）、卓球（身体・知的・精神）、サウンドテーブル
テニス（身体）、ボウリング（知的）、ボッチャ（身体）
●共通資格
・令和４年４月１日現在で 13 歳以上の身体障害者・
知的障害者、精神障害者
・県内に住所を有する方または県内に所在する施設や
学校などに所属している方
●派遣選手資格
・原則として第 17 回栃木県障害者スポーツ大会に申
し込みをした方（ボウリングに応募される方を除く）

・栃木県選手団の一員として集団生活・行動が行える方

・合同練習会などの行事に全日参加できる方
●強化指定選手資格
・栃木県障害者スポーツ大会に出場し、かつ優位な成
績を収めた方またはそれに準ずる成績を収めた方
・強化練習会などに継続的に参加できる方
●申込方法
・他薦の場合：所属する団体に直接問い合わせ
・自薦の場合：所定の申込用紙に必要事項を入力し原
則メールにて直接上記に申し込み
※派遣選手および強化選手は選考会議で決定します。
●申込期間…１月 21 日㊎まで
●その他
　派遣選手として選出された方は、参加負担金として
一人当たり 7000 円を負担していただきます。

※広報おおたわら 12 月号 19 ページ、「第 22 回全国障害者スポーツ大会兼第 18 回栃木県障害者スポーツ大会
参加選手募集」について、見出しに誤りがあり、正しくは「第 22 回全国障害者スポーツ大会リハーサル大会兼
第 18 回栃木県障害者スポーツ大会参加選手募集」となります。お詫び申し上げます。

第 22回全国障害者スポーツ大会「いちご一会とちぎ大会」

令和３年分確定申告特集
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　令和４年４月７日の任期満了に伴う市長選挙が３月
13 日㊐に告示され、３月 20 日㊐に市内 40 か所の投
票所で午前７時から午後６時まで投票が行われます。
　説明会などの日程についてお知らせします。

【選挙に関する説明会（立候補予定者説明会）】
●日時…２月 10 日㊍午後１時 30 分
●場所…本庁舎１０２会議室
●説明事項…立候補手続き、選挙運動、選挙運動費用
収支報告などに関すること

●出席者…立候補予定者１人につき３人程度
※選挙運動費用の出納責任者は、ぜひご出席ください。

問選挙管理委員会　本８階　　（２３）８７３６
【候補者届出等の事前審査】

●日時…３月４日㊎午前９時 30 分～午後４時
●場所…本庁舎選挙管理委員会事務室
※事前審査は予約制です。予約方法は立候補予定者説
明会時にご案内します。

【候補者届出等の受付（告示日）】
●日時…３月 13 日㊐午前８時 30 分～午後５時
●場所…本庁舎３０１・３０２会議室

※大田原市長選挙に関する詳細は市ホーム
ページをご覧ください。

大田原市長選挙 本
投票日は３月20日㊐

　買収や供応といった選挙犯罪や義理人情などゆがんだ選挙を排し、選挙が公正かつ適正に行われ、私たち
の意思が政治に正しく反映されるよう「明るい選挙運動」を推進しています。政治活動や選挙運動について
よくあるお問い合わせをご紹介します。

Ｑ：事前運動とは具体的にどのようなものですか？
Ａ：選挙運動期間（告示日から投票日の前日）外の選挙運動は事前運動となります。後援会などの政治活動で
あっても、実態として氏名普及宣伝が主たる目的であると認められる行為は、事前運動となります。例
えば、告示日直前に不特定多数に立候補予定者の氏名が記載された政治活動用ビラや名刺を頒布するこ
と、各戸に訪問することなどは事前運動に該当する恐れがあります。

Ｑ：「後援会の会員になってほしい」と政治家の関係者が家に来るけど、選挙違反ではありませんか？
Ａ：純粋に後援会入会の勧誘なら政治活動として許されます。ただし、選挙前に行われた場合、事前運動と
して選挙違反となる恐れがあります。具体的に事前運動にあたるかどうかは、取り締まり当局（警察）の
判断によります。

Ｑ：自治会などで候補者を推薦してもいいですか？
Ａ：白紙の状態での推薦決定は一般的に差し支えないとされていますが、自治会の会員の中には様々な政党
や候補者を支持する方があり、選挙についての考え方は多種多様です。自治会などが特定の候補者を推
薦することは、個人の政治活動に支障をきたし、投票干渉などで投票の自由が侵害される恐れがあり、
好ましいことではありません。

Ｑ：民生委員、消防団などの非常勤特別職の公務員は選挙運動ができますか？
Ａ：公務員の行う選挙運動は、関係法令により制限されています。民生委員、消防団など非常勤特別職の
公務員は、その地位を利用して選挙運動をすることはできません。「地位を利用する」とは、公務員な
どがその公の地位を利用してという意味で、その権限に基づく影響力や便益を利用するなど、選挙運
動にあたり職務上の地位がその行為に結びついている場合をいいます。

人権擁護委員の紹介
　人権擁護委員は法務大臣から委嘱を受け、日常生活の中で基本的人権が侵される
ことのないよう活動しています。身近な人権問題についての相談や、子どもに向け
た各学校での人権教室、地域の皆さまの人権への関心を高めるための街頭啓発活動
などを行っています。
　令和４年１月１日付けをもって、右記の方が委嘱されましたのでお知らせします。

伊東  玲子  氏
（黒羽向町）

問総務課　本６階　　（２３）８７０２本

ルールを守って明るい選挙

再任
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国では、新型コロナワクチンのすべての対象者において、感染予防効果が時間の経過に伴い低下すること、
また、高齢者においては、重症化予防効果についても時間の経過に伴い低下する可能性を示唆する報告がある
ことなどを踏まえ、感染拡大防止および重症化予防の観点から、追加接種（３回目）の機会を提供することにな
りました。
●接種対象者…18 歳以上の２回接種完了者すべて（希望者）
●接種開始時期…２回目接種完了から原則８か月以上（国の方針により前倒しになる場合があります）
※接種券は接種できる時期に合わせて順次発送を開始しています。
※１回目・２回目の接種も継続して行いますので、ご希望の方は市ホームページをご覧ください。

新型コロナワクチン追加接種（３回目）のお知らせ
問 健康政策課　本３階
　（２３）３１５２

●
小
学
４
年
生
の
部

○
最
優
秀
賞

自
転
車
で
転
ん
で
見
つ
け
た
カ
ブ
ト
ム
シ

羽
田
小

　
大
野 

彩
芭

○
優
秀
賞

夏
祭
り
こ
づ
か
い
も
ら
っ
て
い
そ
ぎ
あ
し

黒
羽
小

　
吉
成 

正
慶

な
か
川
の
流
れ
る
水
と
鮎
の
む
れ

奥
沢
小

　
竹
内 

悠
真

夜
空
見
て
星
を
数
え
た
夏
休
み

市
野
沢
小

　
瀨
尾 

こ
は
ね

ヒ
グ
ラ
シ
に
負
け
ず
に
練
習
リ
コ
ー
ダ
ー

両
郷
中
央
小

　
生
田
目 

梨
央
奈

ね
ぼ
う
し
た
明
日
こ
そ
早
起
き
せ
み
よ
り
も

西
原
小

　
柱
松 

歩
希

●
小
学
５
年
生
の
部

○
最
優
秀
賞

ふ
う
り
ん
が
風
に
ふ
か
れ
て
し
ゃ
べ
り
だ
す

大
田
原
小

　
赤
羽 

光
悠

○
優
秀
賞

カ
ブ
ト
ム
シ
お
お
き
な
つ
の
が
か
が
や
い
て

黒
羽
小

　
宮
崎 

龍
太

ひ
ぐ
ら
し
に
せ
か
さ
れ
歩
く
帰
り
道

市
野
沢
小

　
石
川 
結
唯

父
の
日
に
笑
顔
あ
ふ
れ
る
マ
イ
ホ
ー
ム

西
原
小

　
分
造 
航

く
つ
洗
い
い
つ
の
ま
に
や
ら
水
遊
び

西
原
小

　
小
幡 

彩
花

部
活
終
え
く
つ
ぬ
ぎ
す
て
て
か
き
氷

佐
良
土
小

　
大
竹 

理
富

　市内の小・中学生（小学生は４年生以上）から応募があった 3181 句の作品の中から、優秀作品の一部をご紹介
します。なお、作品の短冊を黒羽芭蕉の館研修室で展示する予定です。

黒羽芭蕉の里子ども俳句大会（結果）
第 33回

●
小
学
６
年
生
の
部

○
最
優
秀
賞

生
ま
れ
た
日
植
え
た
記
念
樹
梅
実
る

大
田
原
小

　
栗
原 

航

○
優
秀
賞

水
色
な
心
も
は
じ
け
る
ラ
ム
ネ
か
な

宇
田
川
小

　
立
原 

琴
花

に
じ
む
汗
仲
間
と
つ
か
ん
だ
優
勝
旗

親
園
小

　
大
金 

才
夏

水
鉄
砲
本
気
で
ね
ら
う
父
と
母

大
田
原
小

　
大
髙 

優
奈

炎
天
下
肉
焼
く
父
の
た
く
ま
し
さ

佐
良
土
小

　
大
竹 

優
斗

弟
の
笑
顔
も
は
じ
け
た
ス
イ
カ
割
り

須
賀
川
小

　
鈴
木 

美
和

●
中
学
１
年
生
の
部

○
最
優
秀
賞

蝉
の
声
力
み
な
ぎ
る
応
援
歌

親
園
中

　
佐
藤 

由
唯

○
優
秀
賞

ぶ
ど
う
食
べ
弟
の
ほ
ほ
り
す
の
ほ
ほ

若
草
中

　
深
澤 

柚
咲

夏
大
根
雨
の
シ
ャ
ワ
ー
で
顔
を
出
す

黒
羽
中

　
大
島 

佑
斗

と
う
も
ろ
こ
し
き
ら
り
と
光
る
金
の
つ
ぶ

大
田
原
中

　
秋
田 

茉
紘

秋
桜
に
風
を
残
し
て
汽
車
過
ぎ
る

大
田
原
中

　
清
水 

桜
羽

雛ひ
な
げ
し

罌
粟
の
咲
く
道
走
る
帰
り
道

親
園
中

　
吉
成 

美
澪

●
中
学
２
年
生
の
部

○
最
優
秀
賞

窓
の
外
不
思
議
と
目
が
合
う
オ
ニ
ヤ
ン
マ

大
田
原
中

　
佐
川 

剛
斗

○
優
秀
賞

透
き
と
お
る
空
よ
り
あ
お
い
ラ
ム
ネ
の
む

若
草
中

　
韓 

理
奈

全
国
へ
八

は
っ
し
ゃ
は
っ
ち
ゅ
う

射
八
中
目
指
す
夏

黒
羽
中

　
齋
藤 

由
奈

指
先
に
と
ま
っ
た
小
さ
な
赤
と
ん
ぼ

大
田
原
中

　
野
田 

優
羽

雪
だ
る
ま
転
が
す
そ
の
手
は
ま
っ
か
っ
か

親
園
中

　
増
渕 

萌
菜

体
温
を
ミ
ン
ミ
ン
ゼ
ミ
が
上
げ
て
い
く

金
田
北
中

　
齋
藤 

萌
夏

●
中
学
３
年
生

○
最
優
秀
賞

お
む
す
び
は
シ
ャ
ケ
ね
あ
し
た
は
体
育
祭

野
崎
中

　
齋
藤 

理
心

○
優
秀
賞

最
後
ま
で
エ
ー
ス
が
投
げ
ぬ
く
猛
暑
か
な

若
草
中

　
秋
元 

星
七

夢
を
持
つ
入
道
雲
の
は
る
か
上

若
草
中

　
薄
井 

惇

道
端
の
小
さ
き
お
ひ
さ
ま
鼓つ

づ
み
ぐ
さ

草

若
草
中

　
倭
文 

美
緒

鍵
盤
に
思
い
を
乗
せ
る
文
化
祭

金
田
南
中

　
木
下 

陽
菜

向
日
葵
や
真
っ
す
ぐ
伸
び
る
志

大
田
原
中

　
石
川 

美
月

　文化振興課　　４階　　（２３）３１２９本
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　令和４年開催のいちご一会とちぎ国体・とちぎ大会に向けて、選手・監督などの大会関係者を歓迎するため、
市内小中学校の児童・生徒に手作り応援のぼり旗を制作していただきました。今回は、11月に開催された大田原
市産業文化祭およびJTBバドミントンS/JリーグⅡ2021大田原大会（いちご一会とちぎ国体バドミントン競技リ
ハーサル大会）で展示しました。

大田原市産業文化祭 JTBバドミントンS/JリーグⅡ2021大田原大会
（いちご一会とちぎ国体バドミントン競技リハーサル大会）

手作り応援のぼり旗を展示しました

問いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会大田原市実行委員会　　 ２階　　（４７）６１００Ａ

　会計年度任用職員とは、一会計年度（４月１日～３月31日）を超えない範囲内で任用される非常勤の公務員で
す。市では令和４年度の会計年度任用職員を募集します。

会計年度任用職員の募集
令和４年度

●応募方法…任用を希望される方は、会計年度任用職員の登録が必要です。総務課において会計年度任用職員
　の登録と配属希望の取りまとめを行い、希望先の課などにおいて選考（書類審査・面接）を実施します。
※詳細は市ホームページまたは総務課窓口でご確認ください。
※今回の募集にかかわらず、会計年度任用職員の登録は随時受け付けています。
●受付期限…１月21日㊎　※受付は平日午前８時30分～午後５時15分
●提出書類…会計年度任用職員登録票
※市ホームページまたは総務課窓口で配布します。
●提出場所…総務課
※郵送でも受け付けます。その際は、封筒の表に「会計年度任用職員応募」と朱書きし、

提出書類を郵送してください。受付期間内の消印有効です。

問 総務課　本６階　　（２３）８７０２
〒 324-8641 大田原市本町１- ４- １

大田原市広報モニター募集
　「広報おおたわら」に関するご意見・ご要望を伺い、
紙面づくりの参考とするため、「大田原市広報モニ
ター」を募集します。
●活動内容…「広報おおたわら」を読んだ感想や意見・

要望などを報告書または任意の様式で提出していた
だきます。提出にあたっては郵送（切手支給）のほか、
メール、ＦＡＸによる提出も可能です。なお、４月
１日㊎に委嘱状交付式および説明会を行います。

●任期…４月１日から１年間（無報酬）
●応募資格…市内在住の20歳以上の方
●募集人数…10人
●申込方法…２月22日㊋までに、上記へ電話または

メールで申し込み
　【メール記載事項】 
　①件名：広報モニター応募
　②本文：住所・氏名・電話番号を記載

問 情報政策課　本６階　　（２３）８７００
　 jouhou@city.ohtawara.tochigi.jp
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ストップ！

～  動いて　食べて　話して ～
フレイル予防に取り組みましょう

高齢期は、生活習慣病などの疾病予防はもちろんですが、フレイル予防も大切です。特に、新
型コロナウイルス感染症の影響で生活習慣の変化が余儀なくされている今こそ、筋力を維持する
『運動』『食事』に加え、『社会とのつながり』が重要になっています。感染症予防をしつつ、いつ

までも自分らしく、自立した生活を続けていくため、フレイル予防に取り組んでいきましょう。

健康な状態と介護が必要な状態の間の段階のことで、介護が必要となるリスクの高い状態にあると言われて
います。しかし、フレイルは早期に適切な対策をすることで、健康な状態に戻ることも十分可能であり、若い
うちからフレイルに関心を持ち、気をつけることで予防効果が高まります。

プレフレイル
（前虚弱）

フレイル
（虚弱）

要介護
状態

フレイルが始まる兆候には、体重の減少や筋力の低下、疲れやすくなり（なんとなく）元気が出ない、歩くスピー
ドが遅くなる、家にこもることが多くなったなどがあります。兆候に早めに気付くことや、その状態に適した
取り組みを行うことが大切です。

市では、介護予防事業の中で、フレイル予防についての講話をおこなっています。また、与一いきいき体操
については、与一いきいきメイトが、各高齢者ほほえみセンターなどで実践と普及をおこなっています。詳細
は上記へお問い合わせください。

＊共同作成：国際医療福祉大学　理学療法学科　広瀬 環

フレイルとは

フレイルの兆候

フレイル予防のポイント

高齢者幸福課　　３階
（２３） ８９１７

本

ロバスト
（健康）
ロバスト

プレフレイル

ロバスト

①座ってできる「つま先」と「かかと」上げ、「膝伸ばし」「椅子からの立ち座り」の運動
②みんなの体操やラジオ体操

①食事前…舌や首を上下左右に動かす体操　　　　②食事中…よく噛むことを意識する
③食後…歯みがきなど、口のお手入れを習慣化する

肉・魚・豆腐・納豆・卵・牛乳などを食事に取り入れましょう

★毎日続けられるものから取り組んでいきましょう

★筋肉をつくる「たんぱく質」を摂るように心がけましょう

★地域のサークル活動や高齢者ほほえみセンター、通いの場などに参加してみましょう

★市の介護予防事業では、『与一いきいき体操』を実践しており、特別な用具を使うことなく、家で取り組め
る体操になっています

★口の機能維持に取り組みましょう

★直接会えない時には、電話や SNS などを活用したコミュニケーションも効果的です

今までよりも 10分長く　お家の中でも

１日３食バランスのとれた食事を

人との交流機会を保ちましょう

運　動

栄養・口腔

社会参加・交流

Ａ別館
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不
妊
治
療
・
不
育
治
療
を
受
け

て
い
る
方
の
経
済
的
負
担
軽
減
の

た
め
、
治
療
費
の
一
部
を
助
成
し

て
い
ま
す
。

【
不
妊
治
療
費
助
成
制
度
】

●
対
象
者
…
次
の
①
～
⑦
す
べ
て

に
該
当
す
る
方

①
治
療
開
始
時
点
で
法
律
上
夫
婦

で
あ
る
こ
と

②
申
請
者
が
申
請
日
よ
り
１
年
以

上
前
か
ら
大
田
原
市
に
住
所
を

有
し
て
い
る
こ
と

③
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ

と
④
国
民
健
康
保
険
や
社
会
保
険
な

ど
の
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い

る
こ
と

⑤
治
療
開
始
日（
１
治
療
期
間
ご

と
）に
お
け
る
妻
の
年
齢
が
43

歳
未
満
で
あ
る
こ
と

⑥
申
請
日
の
属
す
る
前
年
度

（
１
月
～
５
月
申
請
は
前
々
年

度
）の
夫
婦
の
合
計
所
得
額
が

７
３
０
万
円
未
満
で
あ
る
こ
と

⑦
申
請
日
よ
り
２
年
以
上
大
田
原

市
に
居
住
す
る
こ
と
を
確
約
で

き
る
こ
と

●
助
成
内
容
…
人
工
授
精
に
お
い

て
、
１
回
の
治
療
に
つ
き
２
万

円
を
限
度
に
助
成（
通
算
５
回

ま
で
）

●
必
要
書
類

次
の
書
類
が
１
回
の
治
療
ご
と

に
必
要
と
な
り
ま
す
。

❶
大
田
原
市
不
妊
治
療
費
補
助
金

交
付
申
請
書（
申
請
書
内
の
医

療
機
関
証
明
が
必
要
）

❷
大
田
原
市
不
妊
治
療
費
補
助
金

請
求
書

❸
治
療
に
係
る
領
収
書（
保
険
診

療
外
の
治
療
に
限
る
）

※
❶
❷
に
つ
い
て
は
、

下
記
窓
口
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

配
布
。

●
申
請
期
限
…
妊
娠
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
１
治
療
期
間
終
了
日

か
ら
６
か
月
以
内

【
不
育
治
療
費
助
成
制
度
】

●
対
象
者
…
次
の
①
～
⑤
す
べ
て

に
該
当
す
る
方

①
治
療
開
始
時
点
で
法
律
上
夫
婦

で
あ
る
こ
と

②
大
田
原
市
に
住
所
を
有
し
て
い

る
こ
と（
転
入
日
前
の
治
療
分

は
対
象
外
）

③
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ

と
④
国
民
健
康
保
険
や
社
会
保
険
な

ど
の
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い

る
こ
と

⑤
不
育
症
で
あ
る
と
医
師
か
ら
診

断
さ
れ
て
い
る
こ
と

●
助
成
内
容
…
１
治
療
期
間
の
治

療
費（
保
険
診
療
外
の
治
療
に

限
る
）合
計
額
の
２
分
の
１
と

し
、
上
限
30
万
円
を
助
成

●
必
要
書
類

次
の
書
類
が
１
回
の
治
療
ご
と

に
必
要
と
な
り
ま
す
。

❶
大
田
原
市
不
育
治
療
費
助
成
金

交
付
申
請
書

❷
大
田
原
市
不
育
治
療
受
診
等
証

明
書

❸
大
田
原
市
不
育
治
療
費
助
成
金

請
求
書

❹
治
療
に
係
る
領
収
書
お
よ
び
明

細
書（
保
険
診
療
外
の
治
療
に

限
る
。妊
婦
健
診
は
含
ま
な
い
）

※
❶
❷
❸
に
つ
い
て

は
、
左
記
窓
口
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
配
布
。

●
申
請
期
限
…
１
治
療
期
間
終
了

日
か
ら
６
か
月
以
内

問
申
子
ど
も
幸
福
課　

本
３
階

　
（
２
３
）８
６
３
４

　

今
年
度
分
の
申
請
が
お
済
み
で

な
い
方
は
、
早
め
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

●
対
象
者
…
次
の
①
～
⑤
す
べ
て

に
該
当
す
る
方

①
市
内
在
住
の
方

②
腎
臓
機
能
障
害
に
よ
り
、
身
体

障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方

③
人
工
透
析
療
法
を
受
け
る
た

め
、
週
２
回
以
上
、
片
道
１
㎞

以
上
の
医
療
機
関
へ
自
家
用
自

動
車
を
利
用
し
て
通
院
し
て
い

る
方

④
大
田
原
市
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用

者
証
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い

方
⑤
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
方

●
助
成
額
…
年
間
の
通
院
距
離

に
、
１
㎞
あ
た
り
10
円
を
乗
じ

た
額
を
助
成（
週
２
回
ま
で
、

片
道
30
㎞
を
上
限
）

●
持
ち
物
…
▼
身
体
障
害
者
手
帳

▼
当
該
通
院
に
利
用
す
る
自
家

用
自
動
車
の
自
動
車
検
査
証
▼

自
立
支
援
医
療
受
給
者
証
ま
た

は
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
▼
印

鑑

問
申
福
祉
課　

本
３
階

　
（
２
３
）８
９
２
１

市
で
は
難
病
患
者
な
ど
の
福
祉

の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
手
当
の
支
給
を
行
っ
て
い
ま

す
。

●
支
給
額
…
月
額
２
５
０
０
円

●
対
象
者
…
次
の
①
～
④
い
ず
れ

か
の
受
給
者
証
を
交
付
さ
れ
て

い
る
方

①
特
定
医
療
費（
指
定
難
病
）受
給

者
証

②
一
般
特
定
疾
患
医
療
費
受
給
者

証
③
先
天
性
血
液
凝
固
因
子
障
害
等

医
療
受
給
者
証

④
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
受

給
者
証

●
申
込
方
法
…
県
か
ら
交
付
さ
れ

る
各
種
医
療
費
受
給
者
証（
対

象
者
欄
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も

の
）、
受
給
者
本
人
名
義
の
通

帳（
小
児
慢
性
特
定
疾
病
の
方

は
保
護
者
名
義
の
通
帳
可
）を

持
参
し
て
左
記
へ
直
接
申
し
込

み
問
申
福
祉
課　

本
３
階

　
（
２
３
）８
９
２
１

新型コロナウイルス感染症の影響により掲載事業が中止・延期となる場合があります。
中止・延期の際は、市ホームページ・よいちメールなどでお知らせします。

市 か ら の お 知 ら せ

本

本本

【
不
妊
治
療
費
】【
不
育
治
療
費
】

へ
助
成
を
し
て
い
ま
す

人
工
透
析
者
通
院
燃
料
費
助
成

事
業
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か

難
病
患
者
等
福
祉
手
当
の
支
給

健
康
・
福
祉

子
育
て
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様
々
な
事
情
に
よ
り
思
い
が
け

な
い
妊
娠
な
ど
で
不
安
や
悩
み
を

抱
え
る
方
や
そ
の
関
係
者
か
ら
、

電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
相
談
を
お

受
け
し
、
専
門
の
研
修
を
受
け
た

相
談
員（
助
産
師
）が
そ
の
方
の
置

か
れ
て
い
る
状
況
や
お
気
持
ち
に

寄
り
添
い
な
が
ら
対
応
し
ま
す
。

●
対
象
者
…
予
期
し
な
い
妊
娠
な

ど
に
お
悩
み
の
方
や
そ
の
関
係

者（
パ
ー
ト
ナ
ー
や
家
族
な
ど
）

●
相
談
対
応
者
…
専
門
の
研
修
を

受
け
た
助
産
師

●
電
話
相
談

▼
火
曜
日
…
午
前
10
時
～
午
後
２

時
▼
土
曜
日
…
午
後
２
時
～
６
時

　

０
５
０（
５
５
２
６
）４
６
６
２

●
メ
ー
ル
相
談
…
左
記
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
で
ア
ク
セ
ス
後
、
相
談

フ
ォ
ー
ム
に
入
力（
24
時
間
受

付
）

※
原
則
、
返
信
は
電
話
相
談
受
付

日
に
対
応
。

問
栃
木
県
こ
ど
も
政
策
課

　

０
２
８（
６
２
３
）３
０
６
４

【
風
し
ん
と
は
】

●
病
原
体
…
風
し
ん
ウ
イ
ル
ス

●
感
染
経
路
…
患
者
の
咳
や
く

し
ゃ
み
か
ら
の
飛
沫
感
染

●
潜
伏
期
間
…
約
２
～
３
週
間

●
症
状
…
発
疹
、
発
熱
、
リ
ン
パ

節
腫
脹
な
ど

●
特
徴
…
風
し
ん
の
免
疫
が
な
い

集
団
に
お
い
て
、
１
人
か
ら
５

～
７
人
に
う
つ
す
強
い
感
染
力

が
あ
り
、
妊
婦
が
妊
娠
初
期
に

罹
患
す
る
と
、
目
や
耳
、
心
臓

な
ど
に
疾
患
の
あ
る
子
ど
も
が

生
ま
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
）

【
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
】

過
去
に
風
し
ん
の
予
防
接
種
を

受
け
た
こ
と
が
な
い
方
は
、
任
意

で
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
を
ご

検
討
く
だ
さ
い
。
周
囲
へ
感
染
を

防
ぐ
だ
け
で
な
く
、
妊
婦
の
不
安

軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

な
お
、
市
で
は
予
防
接
種
費
用

の
一
部
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
細
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
下
記

へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
成
人
男
性
を
対
象
と
し
た
風
し

ん
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
】

風
し
ん
の
抗
体
保
有
率
が
特
に

低
い
昭
和
37
年
４
月
２
日
～
昭
和

54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
を

予
防
接
種
法
に
基
づ
く
定
期
接
種

の
対
象
と
し
、
無
料
で
風
し
ん
の

抗
体
検
査
お
よ
び
定
期
接
種
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

対
象
の
方
に
は
、
事
前
に
ク
ー

ポ
ン
券
を
発
行
し
て
い
ま
す
の

で
、
早
め
の
受
診
を
お
願
い
し
ま

す
。

●
対
象
者
…
昭
和
37
年
４
月
２
日

～
昭
和
54
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
男
性

●
実
施
回
数
…
令
和
元
年
度
～
令

和
３
年
度
の
間
に
１
人
１
回

※
詳
細
は
送
付
し
た
お
知
ら
せ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
健
康
政
策
課　

本
３
階

　
（
２
３
）８
９
７
５

冬
場
か
ら
春
先
に
か
け
て
は
、

年
間
で
最
も
輸
血
用
血
液
が
不
足

し
が
ち
で
す
。
新
成
人
の
皆
さ
ま

「
は
た
ち
の
記
念
」に
献
血
に
行
き

ま
し
ょ
う
。

●
日
時
…
１
月
１
日
㊏
～
２
月
28

日
㊊

●
場
所

・
栃
木
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

・
う
つ
の
み
や
大
通
り
献
血
ル
ー
ム

・
県
内
の
献
血
会
場

問
栃
木
県
薬
務
課

　

０
２
８（
６
２
３
）３
１
１
９

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
の
健
康
保
持
・
増
進
お
よ
び

特
定
健
診
受
診
率
向
上
を
目
的
と

し
て
、
事
業
所
で
実
施
さ
れ
て
い

る
定
期
健
診（
労
働
安
全
衛
生
法

に
基
づ
く
事
業
主
健
診
）の
結
果

収
集
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
け
る
事
業
主
お

よ
び
従
業
員
の
方
は
、
下
記
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

※
対
象
事
業
所
に
対
し
、
本
事
業

に
つ
い
て
の
協
力
依
頼
を
12
月

に
送
付
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
者
…
大
田
原
市
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者（
40
～
74
歳
）の

方
で
職
場
で
定
期
健
診
を
受
診

し
た
方

●
ご
提
供
い
た
だ
き
た
い
も
の

　

定
期
健
診
結
果
の
写
し（
令
和

３
年
度
の
健
診
結
果
）

●
必
要
な
検
査
項
目
…
特
定
健
診

の
必
須
項
目（
詳
細
は
、
下
記

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

問
申
国
保
年
金
課　

本
２
階

　
（
２
３
）８
９
２
８

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
が

出
産
を
し
た
際
に
、
出
産
前
後
の

一
定
期
間
の
国
民
年
金
保
険
料
が

免
除
さ
れ
る
制
度
で
す
。

●
対
象
者
…
国
民
年
金
第
１
号
被

保
険
者
で
出
産
日
が
平
成
31
年

２
月
１
日
以
降
の
方（
届
出
に

期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
）

●
免
除
期
間
…
▼
出
産
予
定
日
ま

た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
前

月
か
ら
４
か
月
間（
多
胎
妊
娠

の
場
合
は
、
出
産
予
定
日
ま
た

は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
３
か

月
前
か
ら
６
か
月
間
）

※
産
前
産
後
免
除
を
受
け
る
と
、

認
め
ら
れ
た
期
間
は
保
険
料
を

納
付
し
た
も
の
と
し
て
老
齢
基

礎
年
金
の
受
給
額
に
反
映
さ
れ

ま
す
。

※
申
請
書
は
出
産
予
定
日
の
６
か

月
前
か
ら
提
出
可
能
で
す
。

●
持
ち
物
…
▼
母
子
健
康
手
帳
な

ど
の
出
産
予
定
日
が
わ
か
る
も

の
▼
免
許
証
な
ど
の
身
分
証
明

書
▼
印
鑑

問
申
大
田
原
年
金
事
務
所

　
（
２
２
）６
３
１
１

本

本

「
に
ん
し
ん
Ｓ
Ｏ
Ｓ
と
ち
ぎ
」を

開
設
し
ま
し
た

は
た
ち
の
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

健
診
結
果
デ
ー
タ
の
提
供
に
ご

協
力
く
だ
さ
い

産
前
産
後
期
間
に
係
る
国
民
年

金
保
険
料
免
除
制
度
の
ご
案
内

風
し
ん
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

～
２
月
４
日
は
風
し
ん
の
日
～

年
金
・
国
保
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●
支
給
要
件

①
65
歳
以
上
の
老
齢
基
礎
年
金

を
受
給
し
て
い
る
方
で
、
世
帯

全
員
の
市
町
村
民
税
が
非
課
税

か
つ
、
前
年
の
年
金
収
入
額
と

そ
の
他
の
所
得
額
の
合
計
が

88
万
１
２
０
０
円
以
下
の
方

②
障
害
基
礎
年
金
を
受
給
し
て

い
る
方
で
前
年
の
所
得
額
が

４
７
２
万
１
０
０
０
円
＋
扶
養

親
族
の
数
×
38
万
円
以
下
の
方

③
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
し
て

い
る
方
で
前
年
の
所
得
額
が

４
７
２
万
１
０
０
０
円
＋
扶
養

親
族
の
数
×
38
万
円
以
下
で
あ

る
方

●
給
付
額

❶
老
齢
基
礎
年
金
受
給
者
の
方

は
、
月
額
５
０
３
０
円
を
基
準

と
し
、
保
険
料
納
付
済
期
間
な

ど
に
応
じ
て
算
出
さ
れ
た
額

❷
障
害
基
礎
年
金
受
給
者
で
、

障
害
等
級
２
級
の
方
は
月
額

５
０
３
０
円
、
障
害
等
級
１
級

の
方
は
月
額
６
２
８
８
円

❸
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
は
、
月

額
５
０
３
０
円（
た
だ
し
、
２

人
以
上
の
子
が
遺
族
基
礎
年

金
を
受
給
し
て
い
る
場
合
は

５
０
３
０
円
を
子
の
数
で
割
っ

た
金
額
が
そ
れ
ぞ
れ
に
支
払
わ

れ
ま
す
）

問　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
専

用
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
５
７
０（
０
５
）４
０
９
２

国
民
年
金
基
金
は
、
国
民
年
金

に
上
乗
せ
し
て
加
入
し
、
税
金
優

遇
を
受
け
な
が
ら
掛
金
を
積
立
て

老
後
に
よ
り
充
実
し
た
年
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
公
的
な
年

金
で
す
。

●
特
徴

①
掛
金
が
全
額
社
会
保
険
料
控
除

と
な
り
、
受
け
取
る
年
金
も
公

的
年
金
等
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

②
受
け
取
る
年
金
は
終
身
が
基
本

で
、
一
生
変
動
し
ま
せ
ん
。

③
万
一
の
時
は
ご
遺
族
に
一
時
金

が
支
払
わ
れ
ま
す
。（
遺
族
補

償
の
な
い
Ｂ
型
も
選
べ
ま
す
）

④
掛
金
は
加
入
時
の
年
齢
で
一
定

と
な
り
、
一
時
休
止
や
増
減
も

で
き
ま
す
。

●
対
象
者

❶
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

（
免
除
の
方
な
ど
を
除
き
ま
す
）

❷
国
民
年
金
の
任
意
加
入
者（
60

歳
～
65
歳
未
満
の
方
や
海
外
在

住
の
方
）

問
全
国
国
民
年
金
基
金
栃
木
支
部

　

０
１
２
０（
６
５
）４
１
９
２

都
市
計
画
の
構
想
に
つ
い
て
、

ご
意
見
を
伺
う
た
め
縦
覧
と
公
聴

会
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
都
市
計

画
の
構
想
に
意
見
の
あ
る
方
は
、

意
見
申
出
書
を
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
希
望
す
る
方

は
公
聴
会
で
公
述
人
と
し
て
意
見

を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
都
市
計
画
の
構
想
…
大
田
原
都

市
計
画
道
路
の
変
更（
栃
木
県
決

定
）３
・
３
・
５
号
国
道
４
号
線

●
対
象
区
域
…
上
石
上
、
下
石
上

の
各
一
部

●
縦
覧
期
間
…
１
月
11
日
㊋
～
25

日
㊋（
㊏
㊐
㊗
を
除
く
）

※
都
市
計
画
の
構
想
に
ご
意
見
の

あ
る
方
は
、
住
所
、
氏
名
、
生

年
月
日
、
意
見
の
趣
旨
お
よ
び

そ
の
理
由
を
書
い
た
意
見
申
出

書
に
、
公
述
人
と
な
る
意
思
の

有
無
を
明
記
し
て
、
縦
覧
期
間

内
に
、
下
記
の
い
ず
れ
か
へ
持

参
・
郵
送
ま
た
は
栃
木
県
電
子

申
請
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

●
公
聴
会
の
日
時
…
２
月
８
日
㊋

　

午
後
６
時
30
分
か
ら

●
場
所
…
市
役
所
南
別
館

●
定
員
…
30
名

※
縦
覧
期
間
内
に
公
述
を
希
望
す

る
方
が
い
な
い
場
合
は
、
公
聴

会
は
開
催
し
ま
せ
ん
。
傍
聴
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
開
催
の
有

無
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
左

記
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
申
栃
木
県
都
市
計
画
課

　

０
２
８（
６
２
３
）２
４
６
５

問
申
大
田
原
土
木
事
務
所

　
（
２
３
）５
８
８
２

問
申
都
市
計
画
課　

本
５
階

　
（
２
３
）８
７
１
１

不
要
に
な
っ
た
公
有
財
産
を
売

却
し
ま
す
。

●
申
込
期
間
…
１
月
20
日
㊍
午
後

１
時
～
２
月
８
日
㊋
午
後
２
時

●
入
札
期
間
…
２
月
22
日
㊋
午
後

１
時
～
３
月
１
日
㊋
午
後
１
時

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま

た
は
Ｋ
Ｓ
Ｉ
官
公
庁
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
財
政
課　

本
６
階

　
（
２
３
）８
７
９
５

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
請
求

手
続
き
の
ご
案
内

国
民
年
金
基
金
の
お
知
ら
せ

本

都
市
計
画
の
構
想
の
縦
覧
と
公

聴
会
実
施

本

公
有
財
産
を
売
却
し
ま
す

※財源確保のため、有料公告を掲載しています。

く
ら
し
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１
月
１
日
か
ら
、
農
地
付
き
空

き
家
バ
ン
ク
の
取
り
扱
い
を
開
始

す
る
に
あ
た
り
、
農
地
付
き
空
き

家（
要
件
あ
り
）を
お
持
ち
の
方

で
、
売
買
な
ど
を
考
え
て
い
る
方

の
登
録
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
申
建
築
住
宅
課　

本
５
階

　
（
２
３
）１
９
１
６

農
業
に
携
わ
る
女
性
の
交
流
の

場
を
設
け
、
女
性
農
業
委
員
を
中

心
に
意
見
交
換
な
ど
で
横
の
つ
な

が
り
を
深
め
る
た
め
に
開
催
し
ま

す
。

●
日
時
…
２
月
10
日
㊍
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

●
場
所
…
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
研

修
室
Ｄ

●
対
象
者
…
市
内
在
住
の
農
業
に

携
わ
る
女
性
・
農
業
に
興
味
が

あ
る
女
性

●
定
員
…
20
名（
先
着
順
）

●
費
用
…
無
料

●
申
込
方
法
…
１
月
17
日
㊊
～
28

日
㊎
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
に
左
記
へ
直
接
ま
た
は

電
話
で
申
し
込
み

問
申
農
業
委
員
会　

本
４
階

（
２
３
）８
７
１
６

土
砂
災
害
の
恐
れ
が
あ
る
区
域

を
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
な
ど

に
指
定
す
る
た
め
の
調
査
結
果
に

意
見
の
あ
る
人
は
、
意
見
書
を
提

出
で
き
ま
す
。

●
縦
覧
・
意
見
書
提
出
期
間

　

１
月
13
日
㊍
～
２
月
14
日
㊊

（
㊏
㊐
㊗
を
除
く
）

※
意
見
書
は
、
期
間
内
に
左
記
へ

持
参
か
郵
送
で
提
出
。

●
縦
覧
場
所
・
意
見
書
提
出
先

　

大
田
原
土
木
事
務
所
、
大
田
原

市
危
機
管
理
課
、
黒
羽
支
所
、

湯
津
上
支
所

●
調
査
対
象
地
区

山
の
手
二
丁
目
、紫
塚
三
丁
目
、

紫
塚
四
丁
目
、富
士
見
一
丁
目
、

中
田
原
、
町
島
、
富
池
、
北
金

丸
、南
金
丸
、北
大
和
久
、滝
沢
、

薄
葉
、
佐
久
山
、
藤
沢
、
福
原
、

黒
羽
田
町
、
前
田
、
堀
之
内
、

北
野
上
、
八
塩
、
北
滝
、
亀
久
、

余
瀬
、
桧
木
沢
、
寒
井
、
中
野

内
、
河
原
、
両
郷
、
寺
宿
、
木

佐
美
、
大
久
保
、
久
野
又
、
大

輪
、
川
田
、
須
佐
木
、
雲
岩
寺
、

南
方
の
各
一
部

問
大
田
原
土
木
事
務
所

〒
３
２
４
‐
８
７
６
５　

　

大
田
原
市
紫
塚
２
‐
２
５
６
４

‐
１

　
（
２
３
）５
８
８
２

栃
木
県
で
は
、
地
球
温
暖
化
に

関
す
る
普
及
啓
発
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
行
う
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

推
進
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
者
…
次
の
①
～
④
す
べ
て

に
該
当
す
る
方

①
県
内
在
住
の
方

②
満
18
歳
以
上（
令
和
４
年
４
月

１
日
現
在
）の
方

③
地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
の
活

動
に
熱
意
と
識
見
を
有
し
、
地

域
で
活
動
で
き
る
方

④
令
和
４
年
度
養
成
研
修
会
に
参

加
さ
れ
た
方

※
推
進
員
応
募
の
た
め
に
は
、
研

修
会
へ
の
参
加
が
必
要
で
す
。

●
任
期
…
令
和
４
年
４
月
１
日
～

令
和
６
年
３
月
31
日（
２
年
間
）

●
申
込
方
法
…
左
記
の
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
研
修
会
参
加
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
１

月
21
日
㊎
ま
で
に
申
し
込
み

問
申
栃
木
県
地
球
温
暖
化
防
止
活

動
推
進
セ
ン
タ
ー

　

０
２
８（
６
７
３
）９
１
０
１

　

h
ttp

://w
w

w
.p

ref.
to

ch
ig

i.lg
.jp

/d
0

2
/

suisinninnpe-ji.htm
l

本
市
で
は
、
市
制
施
行
70
周
年

に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
、
過
去
に
編
さ
ん
し
た
市
町
村

史
誌
を
補
完
す
る
た
め
の
市
史
編

さ
ん
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
成
果
を
広
く
市
民

の
皆
さ
ま
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
次
の
と
お
り
報
告
会
を
開
催

し
ま
す
。

●
日
時
…
２
月
23
日
㊌
午
後
１
時

30
分
～
４
時
15
分（
午
後
１
時

受
付
開
始
）

●
場
所
…
那
須
与
一
伝
承
館　

多

目
的
ホ
ー
ル

●
内
容

▼
講
演
①
：「
那
須
・
高
原
火
山

群
と
大
田
原
の
大
地
」　

・
講
師
…
伴 

敦
志（
市
史
編
さ
ん

委
員
会
専
門
部
会（
自
然
部
会
）

委
員
）

▼
講
演
②
：「
明
治
・
大
正
期
の

大
田
原
市
街
の
様
相
」　

・
講
師
…
金
井 

忠
夫（
市
史
編
さ

ん
委
員
会
専
門
部
会（
民
俗
部

会
）委
員
）

▼
報
告
：「
大
田
原
市
史
、
黒
羽

町
誌
、
湯
津
上
村
誌
を
デ
ジ
タ

ル
で
」

・
講
師
…
増
山 

剛（
大
田
原
市
立

図
書
館
長
）

●
定
員
…
90
名（
事
前
申
込
制
）

●
費
用
…
無
料

●
申
込
方
法
…
１
月
11
日
㊋
～
２

月
22
日
㊋
に
左
記
へ
電
話
ま
た

は
メ
ー
ル
で
、
氏
名
・
住
所
・

電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
の
上
申

し
込
み

※
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
に
よ
っ
て
は

開
催
を
見
合
わ
せ
、
後
日
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
映
像
を
配

信
す
る
予
定
で
す
。

問
申
文
化
振
興
課　

本
４
階

　
（
２
３
）３
１
３
５

b
u

n
ka@

city.o
h

taw
ara.

tochigi.jp

令
和
４
年
度
栃
木
県
地
球
温
暖

化
防
止
活
動
推
進
員
募
集
中

本

本

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
な
ど

の
調
査
結
果
を
縦
覧
し
ま
す

文
化
・
教
養

大
田
原
市
史
セ
ミ
ナ
ー（
市
史
編

さ
ん
調
査
報
告
会
）開
催

「
農
業
女
子
の
つ
ど
い
」参
加
者

募
集

農
地
付
き
空
き
家
バ
ン
ク
の
登

録
希
望
者
を
募
集
し
ま
す

本中止

中止
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１
月
29
日
㊏
・
30
日
㊐
の
２
日

間
に
わ
た
り
、
本
市
を
会
場
と
し

て
、
渡
辺
明
王
将
と
藤
井
聡
太
竜

王
に
よ
る
対
局
が
行
わ
れ
ま
す
。

【
前
夜
祭
】

●
日
時
…
１
月
28
日
㊎
午
後
６
時

●
場
所
…
ホ
テ
ル
花
月

●
定
員
…
20
名
程
度（
抽
選
）

●
費
用
…
４
０
０
０
円（
高
校
生
以

下
１
０
０
０
円
、未
就
学
児
無
料
）

●
内
容
…
抽
選
に
よ
る
記
念
品
の

贈
呈
な
ど

●
申
込
方
法
…
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
申
し
込
み

【
大
盤
解
説
会
】

●
日
時
…
１
月
30
日
㊐
午
前
10
時

●
場
所
…
ホ
テ
ル
花
月

●
定
員
…
１
０
０
名
程
度（
抽
選
）

●
費
用
…
２
０
０
０
円（
高
校

生
以
下
無
料
、
昼
食
は
別
途

２
０
０
０
円
）

●
内
容
…
モ
ニ
タ
ー
テ
レ
ビ
に
よ

る
観
戦
、
プ
ロ
棋
士
に
よ
る
解

説
、
ク
イ
ズ
な
ど

●
申
込
方
法
…
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
申
し
込
み

【
大
盤
解
説
会
ラ
イ
ブ
配
信
】

●
日
時
…
１
月
30
日
㊐
午
後
１
時

●
場
所
…
黒
羽
川
西
地
区
公
民
館　

多
目
的
ホ
ー
ル（
２
階
）

●
定
員
…
１
０
０
名
程
度（
抽
選
）

●
費
用
…
１
０
０
０
円（
高
校
生

以
下
無
料
）

●
内
容
…
大
盤
解
説
会
を
ラ
イ
ブ

配
信
、
ク
イ
ズ
な
ど

●
申
込
方
法
…
大
盤
解
説
会
の
抽

選
に
漏
れ
た
方
で
希
望
す
る
方

に
案
内

【
初
手
見
学
会
】

●
日
時
…
１
月
29
日
㊏
午
前
９
時

●
場
所
…
ホ
テ
ル
花
月

●
定
員
…
10
名
程
度（
抽
選
）

●
対
象
者
…
市
内
小
中
学
校
に
在

籍
ま
た
は
市
内
在
住
の
小
中
学

生
で
将
棋
が
指
せ
る
方

●
費
用
…
無
料

●
内
容
…
対
局
場
に
て
５
分
程
度
の

見
学
、
プ
ロ
棋
士
と
の
多
面
指
し

●
申
込
方
法
…
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
申
し
込
み

【
各
申
込
共
通
事
項
】

●
申
込
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

https://w
w

w
.city.

　

ohtaw
ara.tochigi.jp/

　

docs/2013121800020/

●
申
込
期
限
…
１
月
14
日
㊎
必
着

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
申
し

込
み
が
で
き
な
い
方
は
文
化
振

興
課
あ
て
に
葉
書
で
申
し
込
み
。

※
葉
書
に
は
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、参
加
イ
ベ
ン
ト（
前

夜
祭
・
大
盤
解
説
会
）、
大
盤

解
説
会
に
申
し
込
む
場
合
は
昼

食
の
有
無
、
ラ
イ
ブ
配
信
会
場

へ
の
希
望
の
有
無
を
記
入
。

※
費
用
は
当
日
支
払
い
。

問
申
王
将
戦
開
催
実
行
委
員
会
事

務
局（
文
化
振
興
課
）　

本
４
階

　
（
２
３
）３
１
２
９

●
日
時
…
２
月
19
日
㊏
午
前
９
時

30
分
～
午
後
12
時
30
分

●
場
所
…
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
内
容
…
日
本
将
棋
連
盟
所
属
の

プ
ロ
棋
士
３
名
に
よ
る
指
導
対

局（
多
面
指
し
）お
よ
び
講
演
会

●
対
象
者
…
小
学
生
以
上
の
方

（
市
内
在
住
・
在
勤
者
）

●
定
員
…
15
名（
先
着
順
）

●
費
用
…
無
料

●
申
込
方
法
…
１
月
28
日
㊎
ま
で

に
左
記
へ
電
話
で
申
し
込
み

問
申
生
涯
学
習
課　

本
４
階

　
（
２
３
）２
０
０
５

【
自
由
題
の
部
】

●
作
品
…
２
句
１
組（
未
発
表
・

四
季
雑
詠
）

●
応
募
期
間
…
１
月
４
日
㊋
～
３

月
７
日
㊊

●
応
募
方
法
…
所
定
の
用
紙
に
、

必
要
事
項
を
記
入
し
、
下
記
へ

郵
送
ま
た
は
直
接
持
参

※
用
紙
は
下
記
窓
口
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
費
用
…
１
組
１
０
０
０
円（
郵

送
の
場
合
、
現
金
書
留
ま
た
は

郵
便
小
為
替
を
同
封
）

※
期
日
厳
守
、
当
日
消
印
有
効

【
席
題
の
部
】

●
日
時
…
６
月
26
日
㊐
午
前
10
時

開
会

●
場
所
…
ホ
テ
ル
花
月

●
作
品
…
１
人
１
句（
大
会
当
日

に
題
を
発
表
）

●
費
用
…
５
０
０
円（
当
日
受
付
、

昼
食
希
望
者
は
別
途
１
０
０
０

円
）

●
選
者（
敬
称
略
）

　

黒
田 

杏
子　

中
村 

和
弘

　

佐
怒
賀 

正
美　

坂
本 

宮
尾

　

速
水 

峰
邨

●
表
彰
…
自
由
題
・
席
題
の
部
の

各
入
賞
者（
推
薦
・
特
選
・
秀
逸
）

に
主
催
者
賞
・
後
援
団
体
賞
な

ど
●
講
演
会
…「
お
く
の
ほ
そ
道
」と

東
下
り

●
講
師
…
安
保 

博
史 

氏

　
　

黒
羽
芭
蕉
の
里
全
国
俳
句

　

大
会
事
務
局（
文
化
振
興
課
）

　

本
４
階

〒
３
２
４
‐
８
６
４
１

　

大
田
原
市
本
町
１
‐
４
‐
１

　
（
２
３
）３
１
２
９

災
害
時
に
は
多
く
の
歴
史
文
化

資
料
が
被
災
・
消
失
す
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

平
常
時
に
地
域
財
産
の
救
出
・

保
全
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
、
非
常

時
に
即
対
応
す
る
た
め
の
研
修
会

を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
…
１
月
22
日
㊏
午
前
10
時

～
正
午

●
場
所
…
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
講
師
…
作
間 

亮
哉 

氏（
那
須
資

料
ネ
ッ
ト
事
務
局
長
）

●
費
用
…
無
料

●
定
員
…
20
名（
先
着
順
）

●
申
込
方
法
…
当
日
受
付

※
事
前
申
し
込
み
不
要

問
那
須
資
料
ネ
ッ
ト

　

０
２
８
７（
３
６
）０
９
４
９

第
71
期
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
杯
王
将
戦

七
番
勝
負
第
３
局　

開
催

那
須
資
料
ネ
ッ
ト
資
料
レ
ス

キ
ュ
ー
・
保
全
研
修
会

「
大
田
原
市
将
棋
の
集
い
」参
加

者
募
集

第
33
回
黒
羽
芭
蕉
の
里
全
国
俳

句
大
会
作
品
募
集

本

本

本

docs/2013121800020/
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令
和
２
年
度
に
実
施
し
た
推
定

東
山
道
駅
路
確
認
調
査
に
お
け
る

調
査
成
果
を
展
示
し
ま
す
。

●
テ
ー
マ
…
探
検
！
大
田
原
の
遺

跡-

令
和
２
年
度
発
掘
調
査
速

報
展

●
日
時
…
２
月
５
日
㊏
～
３
月
13

日
㊐
午
前
９
時
～
午
後
５
時

●
場
所
…
な
す
風
土
記
の
丘
湯
津

上
資
料
館

●
休
館
日
…
毎
週
㊊（
㊗
の
場
合

は
そ
の
次
の
平
日
）

※
展
示
替
臨
時
休
館
日
：
２
月
３

日
㊍
・
４
日
㊎

●
費
用

▼
一
般
：
１
０
０
円（
80
円
）

▼ 

高
校
生
・
学
生
：
50
円（
40
円
）

▼
小
・
中
学
生
：
無
料

※（　

）は
20
名
以
上
の
団
体
料
金

【
関
連
イ
ベ
ン
ト
】

●
展
示
解
説

▼
第
１
回
：
２
月
６
日
㊐

▼
第
２
回
：
３
月
12
日
㊏

※
各
回
と
も
午
後
１
時
30
分
か
ら

●
場
所
…
な
す
風
土
記
の
丘
湯
津

上
資
料
館

※
左
記
へ
要
申
込
み

問
申
な
す
風
土
記
の
丘
湯
津
上
資

料
館

　
（
９
８
）３
３
２
２

【
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
ビ
ギ
ナ
ー
教
室
】

●
日
時
…
３
月
６
日
㊐
午
前
10
時

～
正
午

●
場
所
…
湯
津
上
支
所

●
内
容
…
マ
ナ
ー
講
座
・
ロ
ー
ド

バ
イ
ク
運
転
体
験（
実
際
に
市

内
を
走
行
）

※
レ
ン
タ
ル
バ
イ
ク
有
り

※
雨
天
時
内
容
変
更
有
り

●
費
用
…
１
０
０
０
円（
保
険
料

込
み
）

※
レ
ン
タ
ル
代
別
途
１
０
０
０
円

【
中
上
級
者
向
け
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

教
室
】

●
日
時
…
３
月
６
日
㊐
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

●
場
所
…
湯
津
上
支
所
お
よ
び
御

亭
山

●
内
容
…
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
に
関
す

る
各
種
ト
レ
ー
ニ
ン
グ（
天
候

に
よ
り
コ
ー
ス
が
変
更
に
な
る

場
合
あ
り
）

●
費
用
…
１
０
０
０
円（
保
険
料

込
み
）

【
共
通
事
項
】

●
講
師
…
那
須
ブ
ラ
ー
ゼ
ン

●
対
象
者
…
市
内
在
住
・
在
勤
者

●
定
員
…
各
教
室
10
名（
先
着
順
）

●
申
込
方
法
…
１
月
28
日
㊎
～

２
月
３
日
㊍
平
日
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分
に
左
記
へ

費
用
を
添
え
て
直
接
申
し
込
み

（
電
話
申
込
不
可
）

※
参
加
人
数
が
４
名
未
満
の
場
合

は
、
参
加
費
を
一
部
返
金
の
う

え
、
各
自
に
お
い
て
傷
害
保
険

に
ご
加
入
い
た
だ
き
ま
す
。

※
２
月
10
日
㊍
以
降
の
キ
ャ
ン
セ

ル
の
返
金
は
不
可
。

問
申
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

体

　
（
２
２
）８
０
１
７

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
高
度

な
技
術
が
必
要
な
く
、
ル
ー
ル
も

簡
単
で
誰
で
も
気
軽
に
で
き
る
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。

体
力
向
上
を
図
り
な
が
ら
、
仲

間
と
交
流
を
深
め
、
こ
れ
か
ら
の

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
。

●
日
時
…
４
月
～
10
月
の
第
１
・

第
３
㊐
午
前
８
時
30
分
～
正
午

●
場
所
…
大
田
原
水
辺
公
園（
若

草
中
学
校
北
側
）

●
対
象
者
…
市
内
在
住
の
60
～
70

代
の
方（
初
心
者
）

※
現
在
市
協
会
に
加
入
し
て
い
る

方
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

●
内
容
…
ル
ー
ル
の
説
明
、
実
技

の
指
導

※
道
具
は
各
自
持
参（
な
い
場
合

は
後
日
共
同
で
購
入
）

●
講
師
…
大
田
原
市
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
指
導
員

●
定
員
…
60
名

※
申
込
者
が
10
名
以
下
の
場
合
は

中
止
。

●
費
用
…
１
５
０
０
円（
初
回
開

催
日
に
納
入
）

●
申
込
方
法
…
２
月
28
日
㊊
ま
で

に
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
記
載
の
上
、
左
記
へ

郵
送
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み

問
申
大
田
原
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
協
会
事
務
局　

村
越 

功

〒
３
２
４
‐
０
０
２
１

　

大
田
原
市
若
草
２
‐
９
７
３
‐

10

　
（
２
２
）６
０
３
５

大
田
原
市
中
心
市
街
地
に
ぎ
わ

い
創
出
事
業
補
助
金
は
、
中
心
市

街
地
の
活
性
化
や
に
ぎ
わ
い
の
創

出
に
取
り
組
む
団
体
な
ど
が
行
う

創
意
と
工
夫
に
あ
ふ
れ
た
自
主

的
・
主
体
的
な
事
業
な
ど
を
支
援

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。
応

募
に
つ
い
て
は
事
前
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●
募
集
期
間
…
１
月
11
日
㊋
～
２

月
18
日
㊎

●
補
助
上
限
額
…
30
万
円

●
補
助
対
象
経
費
…
報
償
費
、
旅

費
、
会
議
費
、
賃
借
料
、
委
託

費
、
広
報
費
、
印
刷
費
、
通
信

運
搬
費
、
備
品
費
、
消
耗
品
費
、

光
熱
水
費
、
手
数
料
な
ど

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
申
商
工
観
光
課　

本
４
階

　
（
２
３
）８
７
０
９

ス
ポ
ー
ツ

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
教
室
参
加

者
募
集

な
す
風
土
記
の
丘
ミ
ニ
企
画
展

自
転
車
教
室
参
加
者
募
集

体

産
業
・
雇
用

大
田
原
市
中
心
市
街
地
に
ぎ
わ

い
創
出
事
業
補
助
金

　
募
集

本

※財源確保のため、有料公告を掲載しています。
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●
日
時

・
ミ
ニ
面
接
会
…
１
月
21
日
㊎

・
合
同
面
接
会
…
２
月
１
日
㊋

※
ど
ち
ら
も
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分（
受
付
午
後
１
時
）

●
場
所
…
那
須
野
が
原
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル

●
対
象
者
…
お
仕
事
を
探
し
て
い

る
女
性
・
シ
ニ
ア
の
方

●
定
員
…
50
名（
先
着
順
）

●
費
用
…
無
料

●
申
込
方
法
…
電
話
、
メ
ー
ル
ま

た
は
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
申

し
込
み（
事
前
予
約
制
）

問
栃
木
県
労
働
政
策
課

　

０
２
８（
６
２
３
）３
２
２
４

　
　

株
式
会
社
ワ
ー
ク
エ
ン
ト

リ
ー
栃
木
事
業
部（
栃
木
県
事

業
受
託
）

　

０
２
８（
６
１
２
）８
６
４
３

　

shuroshien@
w

e-tochig
i.

sakura.ne.jp

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
よ

る
届
出
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
次

の
と
お
り
縦
覧
し
ま
す
。

【
１
】

●
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
お
よ

び
所
在
地
…
ヨ
ー
ク
タ
ウ
ン
大

田
原
住
吉
町（
大
田
原
市
住
吉

町
２
丁
目
２
４
７
３
‐
５ 

外
）

●
変
更
の
概
要

①
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る

者
の
住
所
の
変
更

②
大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小

売
業
を
行
う
者
の
住
所
の
変
更

【
２
】

●
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
お

よ
び
所
在
地
…
ア
ク
ロ
ス
プ
ラ

ザ
大
田
原（
大
田
原
市
若
松
町

１
６
３
８
‐
１ 

外
）

●
変
更
の
概
要
…
大
規
模
小
売
店

舗
の
名
称
の
変
更

【
１
・
２
共
通
】

●
縦
覧
期
限
…
３
月
２
日
㊌
ま
で

●
縦
覧
場
所
…
左
記
窓
口

問
商
工
観
光
課　

本
４
階

　
（
２
３
）８
７
０
９

●
内
容
…
味
噌
作
り

●
日
時
…
２
月
５
日
㊏

・
午
前
９
時
か
ら

・
午
後
１
時
か
ら

●
場
所
…
黒
羽
大
輪
農
産
加
工
所

●
定
員
…
各
10
名（
20
名
）

●
費
用
…
１
５
０
０
円

●
申
込
方
法
…
１
月
12
日
㊌
～
19

日
㊌
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
に
左
記
へ
電
話
ま
た

は
直
接
申
し
込
み

※
詳
細
は
後
日
参
加
者
に
連
絡
し

ま
す
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
予
防
な
ど
に
よ
り
参
加
者

を
大
幅
に
減
ら
し
て
い
ま
す
。

問
申
大
田
原
市
農
業
公
社

　
（
２
３
）４
８
３
４

大
田
原
市
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

（
ト
コ
ト
コ
大
田
原
３
階
）の
休
館

日
を
４
月
１
日
か
ら
、
次
の
と
お

り
変
更
し
ま
す
。

●
休
館
日
…
毎
月
第
1
㊊
、
12
月

31
日
～
１
月
１
日

●
対
象
施
設
…
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
全
館
、
ふ
れ
あ
い
広
場

問
申
商
工
観
光
課　

本
４
階

　
（
２
３
）８
７
０
９

畜産振興関係の市補助金のご案内 農政課　本４階　　（２３）８２９２

　畜産振興関係の市単独補助金には下表のようなものがあります。ただし、それぞれの事業で条件があり、
予算の範囲内での補助となります。希望される方は下記の相談窓口にご相談ください。
●申請期限…３月15日㊋

※補助金の対象事業費には消費税や手数料などは含みませんのでご注意ください。

補助金名 補助内容 相談窓口

畜産環境保全対策
事業費補助金

・環境対策のために給与する微生物資材費用の一部助成
・対象期間は令和３年４月から令和４年３月までのもの
・事業費の２分の１、上限10万円

・市農政課

繁殖和牛優良雌牛
導入事業費補助金

・繁殖和牛優良雌牛購入費の一部助成
・１頭当たり65万円を超えた額の３分の２に相当する額。ただし、

限度額15万円 ・ＪＡなすの各営農
　経済センター
・市農政課繁殖和牛受精卵移植

奨励事業費補助金

・受精卵移植により出産した場合の経費の一部補助
①市内酪農家と協調して受精卵を移植し、出産した場合１頭につき

４万円
②市外酪農家または自己所有繁殖和牛に受精卵を移植し、出産した

場合１頭につき１万5000円

乳用基礎雌牛導入
事業費補助金

・乳用基礎雌牛購入費用の一部助成
・１頭当たり45万円を超えた額の３分の２に相当する額。ただし、

限度額15万円

・各所属酪農協
・市農政課

女
性
と
シ
ニ
ア
を
採
用
対
象
と

し
た
地
元
企
業
と
の
ミ
ニ
面
接

会
＆
合
同
面
接
会　

開
催

ミニ面接会

合同面接会

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
基

づ
く
届
出
書
を
縦
覧
し
ま
す

農
業
体
験
参
加
者
募
集

大
田
原
市
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

休
館
日
変
更
の
お
知
ら
せ

本

本
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●
対
象
者
…
次
の
①
～
⑤
す
べ
て

に
該
当
す
る
方

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
の

被
扶
養
者
で
、
経
済
的
理
由
に

よ
っ
て
修
学
困
難
な
方
（
所
得

制
限
あ
り
）

②
学
校
教
育
法
の
規
定
に
基
づ
く

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

短
期
大
学
、
大
学
、
大
学
院
に

入
学
予
定
の
方
、
ま
た
は
在
学

し
て
い
る
方
（
各
種
専
修
・
専

門
学
校
は
対
象
外
）

③
品
行
が
正
し
く
、
学
業
が
優
れ

た
方
（
学
力
基
準
あ
り
）

④
連
帯
保
証
人（
１
名
は
保
護
者
、

も
う
１
名
は
別
世
帯
で
現
に
収

入
の
あ
る
方
）を
付
す
る
こ
と

が
で
き
る
方

⑤
貸
与
月
額
６
万
円
の
場
合
は
、

他
の
機
関
か
ら
奨
学
金
な
ど
の

貸
与
を
受
け
て
い
な
い
方（
給

付
型
と
の
併
願
可
）

●
貸
与
額（
す
べ
て
無
利
子
）

▼
高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校

　

月
額
１
万
２
０
０
０
円

▼
短
期
大
学
・
大
学
・
大
学
院

　
【
自
宅
通
学
】月
額
２
万
円

　
【
自
宅
外
通
学
】月
額
４
万
円
ま

た
は
月
額
６
万
円

●
貸
与
期
間
…
在
学
す
る
学
校
の

正
規
の
修
業
期
間

●
返
還
…
貸
与
の
終
了
し
た
翌
月

か
ら
１
年
を
経
過
し
た
後
、
貸

与
期
間
の
２
倍
か
ら
４
倍
に
相

当
す
る
期
間
内
に
、
半
年
賦
ま

た
は
年
賦
で
返
還

●
申
込
方
法
…
２
月
９
日
㊌
～
３

月
18
日
㊎
に
左
記
へ
必
要
書
類

を
添
え
て
本
人
が
直
接
申
し
込

み（
郵
送
不
可
）

※
必
要
書
類
・
募
集
要
項
な
ど
の

詳
細
は
、
教
育
総
務
課
、
湯
津

上
支
所
、
黒
羽
支
所
で
配
布
す

る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
申
教
育
総
務
課　

本
４
階

　
（
２
３
）３
１
１
１

　

特
別
支
援
教
育
の
発
展
と
啓
発

を
図
る
た
め
作
品
展
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

●
期
日
…
２
月
５
日
㊏
～
８
日
㊋

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
。

●
場
所
…
東
武
宇
都
宮
百
貨
店
大

田
原
店

●
展
示
内
容
…
那
須
特
別
支
援
学

校
児
童
生
徒
作
品
お
よ
び
作
業

製
品

問
那
須
特
別
支
援
学
校

　

０
２
８
７（
３
６
）４
５
７
０

【
大
田
原
花
市
】

●
日
時
…
１
月
12
日
㊌
午
前
10
時

～
午
後
９
時

●
場
所
…
市
道
大
田
原
野
崎
線

（
白
河
信
用
金
庫
前
～
栄
町
屋

台
収
納
庫
前
）

●
交
通
規
制

花
市
開
催
中
の
市
道
大
田
原
野

崎
線
は
、
車
両（
自
転
車
・
バ

イ
ク
を
含
む
）の
交
通
規
制
が

実
施
さ
れ
ま
す
。（
市
役
所
通

り
か
ら
は
進
入
不
可
）

●
市
営
バ
ス
の
路
線
変
更

花
市
開
催
中
は
、
運
行
経
路
を

変
更
し
て
運
行
し
ま
す
の
で
、

次
の
路
線
の
停
留
所
は
午
前
10

時
以
降
ご
利
用
に
な
れ
ま
せ

ん
。
最
寄
り
の
停
留
所
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

・
路
線
…
蛭
田
・
湯
津
上
線

・
停
留
所
…
中
央
多
目
的
公
園
前

お
よ
び
中
央

【
花
市
開
催
関
係
】

問
商
工
観
光
課　

本
４
階

　
（
２
３
）３
１
４
５

【
市
営
バ
ス
関
係
】

問
生
活
環
境
課　

本
２
階

　
（
２
３
）８
８
３
２

【
黒
羽
花
市
】

●
日
時
…
１
月
23
日
㊐
午
前
９
時

～
午
後
５
時

●
場
所
…
黒
羽
向
町「
旧
駅
前
通

り
」（
リ
オ
ン
・
ド
ー
ル
前
～

国
道
２
９
４
号
）

●
交
通
規
制

当
日
午
前
８
時
～
午
後
６
時
は

県
道
東
小
屋
黒
羽
線
の
一
部
と

市
道
旧
東
野
鉄
道
線
の
一
部

（
旧
駅
前
通
り
）で
交
通
規
制
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

●
市
営
バ
ス
の
路
線
変
更

・
路
線
…
雲
巌
寺
線

　
「
大
清
水
入
口
」～「
く
ら
し
の

館
」～「
黒
羽
向
町
交
差
点
花
市

会
場
入
口
臨
時
発
着
所
」～「
向

町
」を
運
行
し
ま
す
。「
堂
川
」

「
黒
羽
郵
便
局
前
」「
下
町
」「
明

王
寺
前
」の
各
停
留
所
に
は
停

車
し
ま
せ
ん
。

●
関
東
バ
ス
の
路
線
変
更

　

関
東
自
動
車
株
式
会
社
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

【
花
市
開
催
関
係
】

問
大
田
原
市
観
光
協
会

　
（
５
４
）１
１
１
０

【
市
営
バ
ス
関
係
】

問
生
活
環
境
課　

本
２
階

　
（
２
３
）８
８
３
２

【
関
東
バ
ス
関
係
】

問
関
東
自
動
車
株
式
会
社

　

那
須
塩
原
営
業
所

　

０
２
８
７（
７
４
）２
９
１
１

【
佐
久
山
花
市
】

●
日
時
…
１
月
16
日
㊐
午
前
10
時

～
午
後
４
時

●
場
所
…
佐
久
山
地
区
公
民
館
駐

車
場

問
佐
久
山
商
興
会　

会
長　

大
島 

恒
夫

　
（
２
８
）０
０
３
８

伸
び
ゆ
く
子
ど
も
た
ち
の
作
品

展　

開
催

本

本

令
和
４
年
度
奨
学
生
募
集

教
　
育

イ
ベ
ン
ト

【
大
田
原
・
黒
羽
・
佐
久
山
】

花
市
開
催

本

本

❶
進学生

日本学生支援機構の基準
を準用

❷
在学中の
大学生・
大学院生

修得単位数が前年次まで
の通算標準習得単位数を
満たし、かつ優＋良＞可
であること

（学力基準）

中止

中止

中止
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●
応
募
対
象
…
佐
久
山
の
風
物
詩

を
題
材
と
し
て
２
０
２
０
年
、

２
０
２
１
年
中
に
撮
影
し
た
写

真（
例 

御
殿
山
の
紅
葉
な
ど
）

●
応
募
規
定

①
２
０
２
０
年
、
２
０
２
１
年
中

に
応
募
者
本
人
が
撮
影
し
た
も

の
で
、
未
発
表
の
も
の

②
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た

写
真
は
無
修
正
の
も
の

③
応
募
作
品
は
１
人
３
点
以
内

④
応
募
作
品
は
一
枚
ご
と
に
裏
面

に
応
募
票
を
貼
り
付
け
、氏
名
・

住
所
・
電
話
番
号
・
題
名
・
撮

影
年
月
日
・
撮
影
場
所
を
明
記

⑤
入
賞
者
は
指
定
さ
れ
た
期
日
ま

で
に
入
賞
作
品
の
原
板（
フ
ィ

ル
ム
・
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮

影
し
た
も
の
は
メ
モ
リ
ー
カ
ー

ド
ま
た
は
Ｃ
Ｄ
）を
提
出

⑥
応
募
作
品
の
使
用
権
は
、
主
催

者
に
帰
属

⑦
応
募
作
品
は
す
べ
て
返
却
な
し

●
入
賞
作
品
の
発
表
…
１
月
30
日

㊐
ま
で
に
入
賞
者
へ
郵
送
に
よ

り
直
接
連
絡

●
展
示
期
間

▼
２
月
11
日
㊎
午
後
１
時
30
分
～

５
時

▼
２
月
12
日
㊏
午
前
９
時
～
午
後

５
時

▼
２
月
13
日
㊐
午
前
９
時
～
午
後

３
時

●
展
示
場
所
…
ふ
れ
あ
い
の
丘

（
シ
ャ
ト
ー
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
）体

育
館

●
申
込
方
法
…
１
月
10
日
㊊
～
22

日
㊏
に
直
接
左
記
へ
持
参
ま
た

は
郵
送（
当
日
消
印
有
効
）

問
申
佐
久
山
地
区
活
性
化
協
議
会

写
真
展
部
会
長　

金
澤 

裕
司

〒
３
２
４
‐
０
０
２
５

　

大
田
原
市
大
神
５
９
４
‐
５
５

　

０
９
０（
５
７
９
４
）６
０
２
０

●
日
時
…
１
月
16
日
㊐
午
前
９
時

～
午
後
４
時

※
荒
天
時
１
月
23
日
㊐
に
延
期

●
場
所
…
黒
羽
田
町
公
園（
蔵
屋

敷
含
む
）

●
内
容

・
公
園
内
…
模
擬
店
の
出
店

・
蔵
屋
敷
…
生
演
奏
お
よ
び
映
画

の
自
主
上
映

※
詳
細
は
黒
羽
商
工
会

の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
黒
羽
商
工
会

　
（
５
４
）０
５
６
８

問
黒
羽
商
工
会
青
年
部　

　

部
長　

福
島 

賢

　

０
９
０（
４
０
６
９
）２
１
４
９

●
日
時
…
１
月
９
日
㊐
午
後
４
時

～
８
時（
受
付
は
午
後
６
時
ま

で
）

●
場
所
…
那
珂
川
河
川
公
園（
黒

羽
商
工
会
館
裏
）

●
内
容

・
正
月
飾
り
な
ど
を
持
ち
寄
り
、

お
祓
い
の
後
、
黒
羽
中
弓
道
部

有
志
と
黒
羽
太
鼓
の
競
演
に
よ

る
点
火

・
と
ん
ぼ
団
子
の
販
売

・
チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金
を
実
施

※
ご
来
場
の
際
は
一
方
通
行
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
細
は
黒
羽
商
工
会

の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
黒
羽
商
工
会

　
（
５
４
）０
５
６
８

第
20
回
与
一
の
里
大
田
原「
佐

久
山
地
区
風
物
詩
写
真
展
」の

開
催

く
ろ
ば
ね
フ
ェ
ス
タ 

O
ne Plate

　
開
催

ど
ん
と
祭
開
催

ラジオ体操（紫塚地区）

コラム ～ 見つけました  ささえ愛～ Vol.６

　市中心部の中央多目的公園（防災公園）で、毎朝ラジオ
体操を行っています。
　顔を合わせるうちに、いつの間にか顔見知りになった
りあいさつを交わしたりして、地域のつながりが作られ
ています。
　「いつも来ている方が欠席すると、『今日はどうしたん
だろう』『明日は来るかな』『２、３日来なかったら様子
を見てこよう』と参加者から自然と声が上がるんです」
と代表の藤沼さんは話します。
　健康づくりのラジオ体操ですが、集まって実施するこ
とで安否確認、情報交換、つながりづくりにも一役かっ
ています。皆さまも気軽に参加しませんか。
●日時…毎日午前６時 30 分（雨天中止）
●場所…中央多目的公園（防災公園）

社会福祉協議会　A　 （２３）１１３０
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地 域 の ひ ろ ば

　

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
資
料
を
寄
贈
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
近
年
、
明
治
時

代
の
教
科
書
が
寄
贈
さ
れ
た
の
で
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

明
治
維
新
に
よ
っ
て
新
し
い
時
代
が
始
ま
り
、
人
々
の
生

活
に
も
大
き
な
変
化
が
お
き
ま
し
た
。
教
育
に
つ
い
て
も
一

大
改
革
が
行
わ
れ
ま
す
。
明
治
５
年（
１
８
７
２
）に
学
制
が

発
布
さ
れ
、
全
国
の
教
育
行
政
を
文
部
省
が
管
轄
し
、
小
学

校
の
設
置
に
注
力
し
ま
す
。
ま
た
、
各
級（
学
年
）別
・
教
科

別
に
教
え
る
内
容
や
教
科
書
も
示
し
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
中

に
は
一
般
向
け
の
図
書
も
あ
り
、
内
容
も
難
し
か
っ
た
た
め
、

文
部
省
は
子
ど
も
た
ち
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
教
科
書
の
編

集
を
行
い
ま
す
。

　

寄
贈
い
た
だ
い
た「
小
學
算
術
書
」「
小
學
読
本
」な
ど
８
冊

の
教
科
書
は
、
こ
の
時
期
に
発
行
さ
れ
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
開
催

中
の
歴
史
民

俗
企
画
展「
大

田
原
の
教
育

者
た
ち
」に
て

展
示
し
て
い

ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
来
館

く
だ
さ
い
。

歴
史
民
俗
資
料
館　
　
（
９
８
）２
１
５
１

vol.24

知
っ
て
得
す
る
く
ら
し
情
報

問
生
活
環
境
課　

本
２
階　
　
（
２
３
）８
７
０
７

本

政
策
推
進
課　

本
６
階　
　
（
２
３
）８
７
９
３

ご
み
の
組
成
分
析（
夏
季
分
）結
果
の
お
知
ら
せ

「小學算術書 巻二」明治６年（1873）刊
（当館所蔵）

vol.47

vol.36

　

市
で
は
「
も
や
せ
る
ご
み
」
の
中
身
を
調
べ
る
「
ご
み
質
分
析
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
夏
季
分
に
実
施
し
た
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　

都
市
部
で
は
全
体
の

半
分
程
度
、
農
村
部
で
は

お
よ
そ
６
割
程
度
が
紙

類
と
厨ち

ゅ
う
か
い芥

類（
生
ご
み
）

と
い
う
結
果
で
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
ご
み
は
、
少

し
の
工
夫
で
資
源
化
、
減

量
化
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
紙
ご
み
の
多
く
は

資
源
ご
み
に
分
別
す
る

こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
生

ご
み
は
水
分
を
絞
る
こ

と
で
重
さ
や
か
さ
を
減

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ご
み
が
減
ら
な
い
場

合
、
ご
み
の
有
料
化
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
引
き
続
き
、
皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
み
の
分
別
に
つ
い
て
は
、「
家
庭
ご
み
の
出
し

方
ガ
イ
ド
」
や
、「
お
お
た
わ
ら
ク
リ
ー
ン
ナ
ビ
」、

「
ご
み
分
別
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊　

活
動
レ
ポ
ー
ト

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
ス
ポ
ー
ツ
で
の
地
域
活
性
化
を
目
的

と
し
て
、
市
内
小
中
学
校
で
の
課
外
授
業
や
学
童
で
の
サ
ッ

カ
ー
指
導
な
ど
様
々
な
現
場
で
サ
ッ
カ
ー
の
普
及
や
育
成

に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
２
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
任
期
も
あ
と
１
年
と
な
り
、
最

近
の
主
な
活
動
と
し
て
、
大
田
原
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
の
指

導
や
、
本
気
で
Ｊ
リ
ー
グ
を
目
指
す
北
那
須
地
域
の
社
会

人
チ
ー
ム
の
立
ち
上
げ
に
関
わ
り
、
そ
の
チ
ー
ム
で
選
手

と
し
て
も
現
役
復
帰
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
指
導
者
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
こ
と
を

学
び
な
が
ら
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
更
に
よ
り
良

い
環
境
を
大
田
原
市
に
つ
く
れ
る
よ
う
に
活
動
し
て
い
き

ま
す
。

　

今
後
の
活
動
に
注
目
し
て
く
だ
さ
る
と
あ
り
が
た
い
で

す
。
引
き
続
き
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

報
告
者
：
國
吉　

貴
博

こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
っ
て

地域おこし協力隊
Facebook

明
治
時
代
の
教
科
書

組成分析結果

都市部

農村部

木・竹・ワラ類 2.1％ その他 1.7％布類 4.5％

23.8％ 27.4％
紙類

26.2％ 14.3％

ビニール・ゴム・
皮革・合成樹脂類 厨芥類 不燃物類

不燃物類0.3％布類 0.7％ 木・竹・ワラ類 7.3％ その他 0.7％

47.0％
紙類

27.3％

ビニール・ゴム・
皮革・合成樹脂類

16.7％
厨芥類

黒黒羽庁舎

本本庁舎 湯湯津上庁舎

体県立県北体育館 ＡＡ別館
※新型コロナウイルス感染症の影響により掲載事業が中止・延期とな

る場合があります。詳細は各施設ホームページでご確認ください。
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休館日：毎週月曜（祝日を除く）、祝日の翌日（日曜を除く）
■開館時間…午後１時30分～９時
　　　　　　（入館は午後８時30分まで）

天文館だより
（28）3254　

■星空情報■
色とりどり　冬の恒星
　寒い夜空を見上げてみると、たくさ
んの星を見つけることができます。そ
れらの星をよく見ると色が違うことに
気づきます。
　冬の星座で目立つのがオリオン座。
その左肩にあるのがベテルギウスとい
う１等星です。この星は赤く光って見
えます。また、右下にあるのがリゲル
という１等星です。これは青白く光っ
て見えます。同じオリオン座にあっても色が違って見えるの
は、星の表面温度に関係しています。温度の低い星は赤く、
温度が高くなるにつれて赤→オレンジ→黄→白→青→青白
と変わっていきます。赤く見えるベテルギウスはおよそ3,500
度と低く、リゲルはおよそ12,000度もあります。太陽は黄
色い星でおよそ6,000度です。
　冬は多くの１等星を観察することができます。色の違いを、
天文館の望遠鏡で確かめてみてください。

休館日：毎週月曜（祝日を除く）、祝日の翌日（日曜を除く）
■開館時間…午前９時30分～午後４時30分
　　　　　　（入館は午後４時まで）

自然観察館だより
（28）3251

■『ファーブル昆虫記』の世界・・・スポット展示中
　本に登場する昆虫の実物を見てみよう！
　現在、『ファーブル昆虫
記』の世界のスポット展示
を行っています。ファー
ブル昆虫記は、ファーブ
ルが粘り強く観察して明
らかになった驚くべき昆
虫の生態を記したもので
す。展示では、この本に
登場する昆虫を標本と解
説などで紹介しています。
彼がこよなく愛した昆虫
たちをどうぞご覧くださ
い。（３月６日㊐まで）

第 11回昆虫の絵コンクール作品展
市内の保育園・認定こども園の園児から募集した昆

虫の絵を展示します。
●日時…２月９日㊌～ 13 日㊐　５日間
　　　　午前９時 30 分～午後４時 30 分
　　　　（最終日は午後３時まで）
●場所…大田原市ふれあいの丘　体育館

■自然観察会（早春の蛇尾川探鳥会）を開催
２月も末になると、少しずつ春の足音が聞こえてき
ます。蛇尾川緑地公園とその周辺で、小さな春を見つ
けながら野鳥を観察しましょう。
●日時…２月27日㊐午前９時～11時30分（小雨決行）
●集合場所…大田原龍城公園駐車場　※のぼり旗が目印
●対象者…どなたでも　※小学生以下は保護者同伴
●定員…15 名（先着順）
●費用…300円（野鳥の会会員100円、中学生以下無料）
●持ち物…雨具、筆記用具、双眼鏡（お持ちの方はご
持参ください。当館でも用意しています）
●申込方法…１月 29 日㊏～２月 19 日㊏に、電話（午
前９時 30 分～午後４時）で申し込み
●その他…大田原理科クラブと日本野鳥の会栃木支部
との共催
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止にな
る場合があります。

■臨時休館のお知らせ
　昆虫の絵コンクール作品展の会場準備のため、２月
８日㊋は正午から閉館します（午前中は開館）。

■主なイベント（２月上旬）■
①双眼鏡を使って冬の星座観望
●日時…２月４日㊎～６日㊐　午後６時 10分～９時
●内容…双眼鏡と望遠鏡を使い、見比べをします。オ
リオン大星雲やプレアデス星団（M45すばる）、ヒア
デス星団などを観望します。
②Mitaka65㎝望遠鏡で写真撮影会
●日時…２月26 日㊏午後
７時10分～９時
●内容…お手持ちのデジ
タルカメラでオリオン
大星雲の拡大写真を撮
影します。Mitaka65 ㎝
望遠鏡にカメラを接続
し撮影します。鳥が羽を
広げたような美しい姿
を、ぜひ写真に収めてく
ださい。

オリオン座（国立天文台）

詳細は天文館ホームページをご覧ください
【お知らせ】
　広報おおたわら 12 月号に掲載した「街角観望会」の日
時を「1月 12 日㊌・13 日㊍」としましたが、12 日㊌に実
施した場合は、13 日㊍は実施しません。

ベテルギウス（天文館） リゲル（天文館）

オリオン大星雲（天文館）
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※休館日は生活カレンダーでも確認できます。

那須野が原ハーモニーホールからのお知らせ

チケット発売情報

お知らせ

●日時…２月６日㊐午後２時開演　小ホール
●チケット…全席指定200円　高校生以下無料
　（要入場券）
●出演…坂

ば ん ど う

東伎
き そ じ か い

十次会、藤
ふ じ お う ぎ り ゅ う が え ん か い

扇流雅宴会、日
本舞踊・舞の会（藤間流）、花柳みつぎ会

●友の会優先電話予約…１月６日㊍
●一般発売…１月８日㊏

　昭和の時代にタイムスリップ！胸が高鳴る
懐かしの名曲たちをお楽しみください。
●日時…３月24日㊍　
　午後２時開演　小ホール　
●チケット…全席指定　
　前売り：2,000円（友の会 1,800円）　
　当日：2,500円
●友の会優先電話予約…１月20日㊍
●一般発売…１月22日㊏

　第１駐車場280台、第２駐車場130台の合計410台の駐車可能スペースがありますが、大ホールや小ホールが満席に
なると不足することがあります。おそれいりますが、送迎や乗り合わせ、公共交通機関のご利用にご協力ください。

（24）0880

舞踊のつどい

木山裕策と歌声カルテットの昭和歌謡コンサート

駐車場について

※出演者への花束、プレゼント、出入り待ち、楽屋訪問などはお断りします。
※記載がない限り、未就学児の入場はすべてお断りします。

大田原図書館  　（23）4560　通年 9:00～19:00
黒羽図書館　  　（59）0855　平日 9:30～18:30  ㊏㊐㊗ 9:30～17:30
湯津上図書室  　（98）7037　通年 9:00～17:00

大田原図書館からの
お知らせ

★絵本や紙しばいの読み聞かせなどを行っています。

名　　称 場　　所 日　　時

ピノキオおはなし会
大田原図書館
おはなしコーナー

１月16日㊐・２月６日㊐午後２時 から
※１月２日㊐ はお休みです。

こどものつどい
出演：ガールスカウト

１月９日㊐・２月13日㊐
午後２時～３時

にじいろおはなし会 トコトコ大田原３階
つどいの広場 １月25日㊋・２月22日㊋午前11時から

おひさまぽかぽかの会 しんとみ子育て
支援センター １月14日㊎・２月18日㊎午前11時 から

コアラおはなし会 黒羽図書館２階
視聴覚室

２月13日㊐午前11時から
※１月はお休みです。

あけましておめでとうございます。
今年もよろしくお願いします。

【休館日】大田原図書館・湯津上庁舎図書室…１月４日㊋（大田原図書館のみ休館）・１月17日㊊・１月21日㊎・２月７日㊊
　　　　黒羽図書館…１月11日㊋・１月21日㊎・１月24日㊊・２月14日㊊

お 知 ら せ

★令和３年度図書館講演会「新聞でタイムスリップ」★
　明治、大正、昭和時代の過去の新聞を振り返り、参加された方には誕生日新聞をプレゼントします。
●日時…１月 23 日㊐午後２時～３時 30 分　●場所…トコトコ大田原３階　視聴覚室
●講師…下野新聞社　デジタルソリューション部　●定員…20 名　●費用…無料
●申込方法…１月 16 日㊐午前９時～午後７時までに大田原図書館へ直接または電話で申し込み
　（黒羽図書館・湯津上庁舎図書室では受付しません）　　　　　　　　　

★令和３年度図書館講演会「新聞でタイムスリップ」★
　明治、大正、昭和時代の過去の新聞を振り返り、参加された方には誕生日新聞をプレゼントします。

●日時…２月23日㊌　午後２時30分開演　大ホール
●チケット…全席指定2,200円（友の会2,000円）
●出演
　♪ソプラノデュオ：山田姉妹（山田 華・山田 麗）

♪ピアノ：内門 卓也
●友の会優先電話予約…１月６日㊍
●一般発売…１月８日㊏

山田姉妹ソプラノデュオコンサート～クラシックから日本の名曲まで～

湯湯津上庁舎 黒黒羽庁舎 体県立県北体育館本本庁舎（新庁舎）
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　「矢祭山友情の森」は自然環境を利用して設置した自

然休養地です。JR水郡線矢祭山駅より徒歩10分の場

所にあり、眼下には久慈川の清流を臨み、付近にはハ

イキングコース、キャンプ場、バンガローがあります。

さらに休憩室をはじめ、シャワールームなどを備えた

「総合案内施設」があり一日を楽しく過ごすことができ

ます。

　　事業課　　０２４７（４６）４５７６

　山本キャンプ場は樹齢100 年を越える杉並木を抜

けた先にあります。周囲は「奥久慈県立自然公園」に指

定されており、木々の緑、久慈川支流宮川の清流など

豊かな自然を満喫できるキャンプ場です。

　現在、山本キャンプ場では、より快適にご利用いた

だけるよう施設の改修工事を順次行っています。

※冬期間（３月末まで）は閉鎖中です。

　地域創生課　　０２４７（３３）２１１２

　多くのアウトド

アアクティビティ

（キャンプ・サイ

クリング・トレイ

ルなど）で大子町

の自然を全身で感

じることができま

す。

　福島県塙町の山間部、湯遊ランドはなわ付近にある

「三角形の道」。ここには、自転車で走る楽しみのすべ

てがそろっていると言われています。交通量が少なく、

信号がなく、高低差もあり、ずっと止まることなく走

れるコースです。初級者から上級者まで楽しむことが

でき、四季折々の風景が楽しめます。

まち振興課　　０２４７（４３）２１１２

自然を感じることができる

アウトドア情報を紹介します！

茨城県大子町 福島県塙町

矢祭山友情の森 山本キャンプ場

全方位、アウトドア。
自然基地大子町 三角形の道

福島県矢祭町 福島県棚倉町

　まちづくり課

　０２９５（７２）１１３１ YouTube チャンネル
三角形の道
YouTube



2022.131

　塩原温泉ビジターセンターでは、日光国立公園塩原

地域の散策や自然学習など、四季折々のプログラムを

年間100件以上開催。「スノーシュー自然散策プログ

ラム」では、白銀の雪原を歩きながら、植物の冬芽や

動物の足跡を観察できます。冬の塩原温泉で大自然を

楽しんでみませんか？

　　　　　　　　　　　　塩原温泉ビジターセンター　　　

　　　　　　　　　　　　０２８７（３２）３０５０　

　那須平成の森では、スノーシューを履いてインター

プリター（ガイド）と一緒に冬の森を散策することがで

きます。気軽に参加できる 2 時間コースと、森の奥

まで踏み入る 3 時間コースがあり、対象はどちらも

小学生以上です（要参加費）。小さなお子さまが安心し

てそり遊びや雪だるま作りを楽しむことができるエリ

アもあり、大人も子どもも冬を満喫できます。

　　　　　　　　　那須平成の森フィールドセンター

　　　　　　　　　０２８７（７４）６８０８

塩原温泉ビジターセンター

那須町

ゆりがねの湯まほろば
キャンプ場

　栃木県大田原市を中心に、那須塩原市、那須町、那珂川町、棚倉町、

矢祭町、塙町、大子町の２市６町で協定を結び、連携・協力して地域

活性化などに取り組む組織です。

　今回紹介した施設・アクティビティ以外にも、各市・町はまだまだ

自然を満喫できる魅力で溢れています。ぜひお越しください。

八溝山周辺地域定住自立圏とは？

　箒川のほとりで自然を満喫できるキャンプ場です。

場内にはオートサイト（6,000 円／泊）とキャンプサ

イト（2,000 円／泊）があり、整備された芝生でキャ

ンプを満喫できます。日帰りバーベキューも可能なの

で、宿泊・日帰りを問わずファミリーやグループにオ

ススメです。近くには「なかがわ水遊園」もあり、親子

で楽しめます。

　　　　　　　　　ゆりがねの湯まほろばキャンプ場　

　　　　　　　　　０２８７（９２）１２４６

那須塩原市

那珂川町

日光国立公園那須平成の森

那須平成の
森 ホ ー ム
ページ

　大田原市湯けむりふれあいの丘『ゆーゆーキャビン

＆キャンプ場』には、５～10名が宿泊できるキャビン

が７棟あり、敷地内には露天風呂を備えた『湯津上温

泉やすらぎの湯』も併設されています。春夏秋冬、行

楽の季節にぜひご利用ください。

問湯津上温泉やすらぎの湯　　

　（９８）２１４１

大田原市

ゆーゆーキャビン＆
キャンプ場

湯けむりふれ
あいの丘
ホームページ

塩原温泉ビ
ジターセン
ターホーム
ページ
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nap htawaraスナップおおたわら

　今回紹介する資料は、大田原市歴史民俗資料館が所蔵する、コモ（菰）やタワラ（俵）を編む際に用いられ
た錘です。これらの錘に縦糸となる縄を絡めておき、コモアミダイと呼ばれる道具の棹

さ お

の部分に横糸とな
るワラやカヤなどの材料を置き、それらを押さえながら２個一対の錘を交互に往復させて編みました。
　現在６個が残され、幅が約14～14.5cm、高さが6.1～7cm、最大
の厚さが3.2～3.9cmで、平面が長方形で断面が下膨れの三角形状
をしています。重量は92～121ｇで、平均は108.2ｇです。樹齢20
年前後のスギ（杉）の幹を長さ 14.5cmの丸太状に切り落とし、年輪
の中央を目印として鉈で２つに割り、次に反対の面と底面を割り
取って形を整え、周縁部は面取りされています。縄を通す穴は直
径が約1.7cmの円形で、刃の幅が５mmほどの丸鑿

の み

を垂直方向に用
いて開けられており、多少摩滅した痕がみられます。底面に樹皮
が残されているものもあります。
　北関東地方では、コモ編み用の錘は円筒形で牛乳瓶のように上
部に括

く び

れがあるのが一般的です。それに対して、本資料のような
形は北陸地方に顕著な型式で、近隣では那須烏山市に同様の例が
見られます。烏山では、寄贈者の情報から、江戸時代末期に現在
の富山県から移ってきたお宅で使用されていたことが分かってい
ます。旧湯津上村内にも、同じような歴史的背景を有する家が存
在することから、これらは那須地域では貴重な北陸系の民具とい
えます。（民俗部会　上野 修一）

民俗部会調査速報⑤
～コモアミの錘

おもり

～
　 文化振興課　　４階　　（２３）３１３５本

錘の実測図（筆者作図）

市史編さんだより  vol.15

錘の写真（大田原市歴史民俗資料館提供）

10/2811/１児童を表彰11/24

　市では、子どもたちの優れた個性を見つけ出し、自
信と誇りをもって成長してもらおうと、小学校４年生
から中学校３年生の間に一度、すべての児童生徒を表
彰しています。今年度は市内で571名の児童生徒が表
彰されました。
　佐久山小学校でも表彰式が行われ、校長先生から16
名の児童に健康賞や努力賞などの表彰状と記念品が手
渡されました。受賞された皆さま、おめでとうござい
ます。皆さまのさらなる活躍を期待しています。

佐久山小大田原市児童生徒表彰式
発掘体験で歴史を探求

　栃木県の取り組みとして 10 月 25 日から湯津上地
内にある国指定史跡「侍塚古墳」の発掘調査が始まり
ました。それに伴い、総合学習の一環として湯津上
中学校の２年生が 11 月１日に、１年生が 11 月４日
に「上侍塚古墳発掘調査体験」を行いました。
　各々がスコップと箕

み

を持ち発掘作業を進めると、
葺
ふきいし

石らしき玉石が出土し、玉石を残しながら周りの
土を丁寧に取り除く作業を粘り強く行っていました。

上侍塚古墳発掘調査体験
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１月　生活カレンダー
くらし情報館開館日健：各種健康相談相：各種相談 納：各種納期日 図：図書館休館日医：休日当番医

相心配ごと（大田原）

与一太鼓定期演奏会
   （11：00 ～）
那須与一伝承館
（20）0220

医 なすのがはらクリニック
（28）1151

医 益子医院
（59）0835

医 益子クリニック
（54）2727

医 江部医院
（54）0013

医 増山医院（小滝）
（22）2336

医 増山医院（佐良土）
（98）2008

医 松井医院
（22）2067

相 法律（広域）

相法律（市民）

相公正証書

相不動産

相教育支援相談

相教育支援相談

健 おたっしゃクラブ

健もの忘れ相談

健もの忘れ相談

健心の健康相談室

図大田原・湯津上
黒羽

図大田原・湯津上
黒羽

図大田原・湯津上
黒羽

図湯津上・黒羽

図湯津上・黒羽 図湯津上・黒羽

図大田原・湯津上

図黒羽

図黒羽

図黒羽

相心配ごと（黒羽）

相いのちの電話

新型コロナウイルス感染症の影響により
掲載事業が中止・延期となる場合があります
中止・延期の際は、市ホームページ・よいちメー
ルなどでお知らせします

健精神保健福祉
クリニック

月１回市長が皆さまからのご意見、ご要望をお聴きします。
■日時…１月12日㊌・２月15日㊋
　　　　午前９時 30 分～午前 10 時 30 分
■電話番号…0120-188911（固定電話専用）

もしもし
市長さん

※指定日時以外や携帯電話からのお電話
は、随時下記でお受けします。
 情報政策課　本６階　 （２３）８７００

相心配ごと（大田原）

健乳幼児健康相談

健乳幼児健康相談

健６～７か月の
赤ちゃん教室

健６～７か月の
赤ちゃん教室

くらし情報館

図大田原 相行政・人権（湯津上）
相心配ごと（湯津上）

相心配ごと（湯津上）

納国民健康保険税
（６期）

納固定資産税・都
市計画税（４期）

納後期高齢者医療
保険料（６期）

納介護保険料（６期）

納市県民税（４期）

もしもし市長さん

相相続登記・遺言

相相続登記・遺言

医吉成小児科医院
（22）2412

医 青柳医院
（22）2122

医 高橋外科医院
（22）2624

医 増山胃腸科クリニック
（23）6321

くらし情報館

くらし情報館

くらし情報館
くらし情報館

くらし情報館

くらし情報館

相行政・人権（大田原）

相行政・人権（黒羽）

相行政・人権（湯津上）

相心配ごと（大田原）

相心配ごと（大田原）

相心配ごと（大田原）納国民健康保険税
（７期）
納後期高齢者医療
保険料（７期）

納介護保険料（７期）

医阿部内科
（28）0053

相 教育支援相談

健心の健康相談室

健薬物問題をお持
ちの方の家族の
集い

健こころの病を理
解するための家
族教室



【事例１】公的機関などを名乗り「還付金があるので銀行名と口座番号を教えて欲しい」、「介護保険料の返金があ
　　　　るので携帯電話と通帳を持って ATM に行って下さい」と電話がかかってきた。
【事例２】「税金の還付金を受け取るように」とメールが届いたので手数料を支払ったが、還付金は振り込まれなかった。

　公的機関や金融機関の職員が還付金の手続きのため、銀行名や口座番号を電話で聞くことや、ATM を操作する
ように連絡をすることは絶対ありません。不審な電話があったらすぐに電話を切ってください。お金を払ったり、
通帳を持って ATM に向かったり、指示された電話番号に電話をかけたりせずに関係機関の担当部署に電話を掛け
て確認するか、警察署や消費生活センターにご相談ください。

 

ノートパソコンなどに使われているリチウムイオン
電池やニッケル水素電池、ニカド電池などの小型充電
式電池は、ごみステーションに出せません。

分別されずに出された小型充電式電池が原因で、発
火、発煙する事故が全国各地で増えています。処分す
る際は、市役所や各支所、家電量販店などに設置され
たリサイクルボックスをご利用ください。
※一般社団法人JBRCの会員企業の製品のみが対象とな
ります。
※ボックスに入れる前に端子を絶縁してください。

●回収対象…ニカド電池、ニッケル水素電池、リチウ
ムイオン電池、モバイルバッテリー本体
●回収対象外…充電池ではない電池（鉛蓄電池、リチウ

ム一次電池、乾電池、コイン電池、ボタン電池）、破
損した充電池、解体した充電池、水に濡れた充電池、
ハードケースに入っていないラミネートタイプの充
電池、製造会社が不明な充電池　など

※回収できない小型充電式電池の処分は、販売店やメー
カーに相談してください。
●リサイクルボックス設置場所検索サイト
　一般社団法人JBRCホームページ

開館時間：10：00 ～ 15：00（開館日はカレンダーでご確認ください。）
くらし情報館 くらし情報館（大田原市くらしの会／中央１-２- 14）　　（２２）３９０３

ゆずりたい ゆずってほしい
●お子さん向け…歩行器・ベビー用いす・スキーウェア

上 下（140 ㎝）・ 学 習 机・ ベ ビ ー ジ ム・ ベ ビ ー 服（80 ～
90cm）・チャイルドシート・ベビーベッド
●家具・インテリア・家電製品・楽器など…電気こたつ
（120cm × 90cm）・額縁（17 枚）・シングルベッド・ロフ

ト型パイプベッド・座卓（120cm × 88cm）・タンス（和・
洋）・システムベッド（タンス・机付き）・テーブル（いす
１脚付き）・電動車いす
●制服・体操着など…大田原小学校《体育着（120 ～ 130㎝）》

野崎中学校≪女子柔道着・女子テニス部トレーナー≫
●その他…塗鉢（数個）・本棚（20 × 60 × 112）（98 × 18

× 27）・キジ剥製飾りケース・ポータブルトイレ・七段
雛飾り・スキーウェア上下（男・女）・スキー用品一式（男・
女）・スキー用品（中学生用）・鎧・兜（ケース入り）・農業
用パイプハウス・お雛様飾り（内裏様、お雛様、もうせ
ん他）・剣道着（上着３号・４号各 1 着、袴 2 着、館内展示）

●お子さん向け…オルガン・ベビー用品一式・女子用自転車（22
インチ）・三輪車

●家具・インテリア・家電製品・楽器など…電動ミシン・テレビ・
ステレオ・食器棚・ソファーベッド・除湿器・電気掃除機・家具
調こたつ・シングルベッド

●制服・体操着など…ひかり幼稚園≪制服・リュック・帽子・
男子体育着上下（110㎝）≫・紫塚小学校≪運動着一式（120㎝）

（140 ～ 160㎝）≫・大田原中学校≪男子制服（S・M）・女子
制服（S・M）・女子ポロシャツ（S・M）・体育着一式（S・M）≫・
若草中学校≪女子制服（M・160㎝）・男子制服（2 Ｌ・3 Ｌ）・
男子体育着（2 Ｌ・3 Ｌ）・バレーボール部ウィンドブレーカー・
バレーボールシューズ≫・黒羽中学校≪柔道着（L）≫

●その他…自転車・かなめ焼き・ガーデンシュレッダー・農業用
パイプハウス・マウンテンバイク・ベンチコート（160㎝）・墨
すり機・キーボード・車イス・電動自転車

（登録状況：12月１日現在）

「還付金がある」と電話やメール
が届いたら詐欺にご注意！

　大田原市消費生活センター（住吉町１-９- 37）　　
　（２３）６２３６
　受付時間…平日 9：00 ～ 12：00､13：00 ～16：00

消費生活センターからのお知らせ

消費者ホットライン　１８８

小型充電式電池はリサイクルボックス
をご利用ください

各種ＱＲコード
土日祝日・夜間の
水道管漏水の連絡先

大田原市の人口

市Twitter市ホームページ

よいちメール インフラ不良箇所
通報メール

市Youtube

道路や公共施設・上下水
道などの不良個所を見つ
けたときは、「インフラ不
良箇所通報メール」から
お知らせください。

【人口・世帯数（前月比）】
■人口 71,832人（-32）
　　男 35,241人（-12）
　　女 36,591人（-20）

■世帯数 30,306 世帯（-3）
「毎月人口調査」を基に

掲載しています。

R3.11.1現在
　 大田原管工事工業協同組合

　 ０９０（７２３４）４４６２
※連絡先が全地区統一となりました。

※本管漏水工事のための待機業者で
あるため、宅地内漏水は対応でき
ない場合があります。

市Facebook

※ＱＲコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です

問生活環境課　　２階
　 （２３）８７０６

本



教室・相談 日時 場所 内容 持ち物など 問い合わせ

乳幼児健康相談 １月５日㊌
２月２日㊌ 9:30～11:15 大田原市福祉センター 計測や

育児相談など 母子健康手帳
子ども幸福課 本３階

（２３）８６３４６～７か月の
赤ちゃん教室

１月６日㊍
２月３日㊍

9:40～11:30
（受付9:20～） トコトコ大田原 計測、赤ちゃんの

育ち離乳食の進め方 ※要予約

おたっしゃクラブ １月26日㊌ 9:30～11:30 本庁舎１階
市民協働ホール

高齢者向けの
運動や講話 ※要予約 高齢者幸福課 本３階

（２３）８９１７

（２３）８７５７もの忘れ相談 １月13日㊍
２月３日㊍ 10:00～12:00 本庁舎３階相談室５ もの忘れなどの相談 ※要予約

心の健康相談室 １月14日㊎
１月28日㊎ 13:30～16:30 本庁舎１階控室 カウンセリング ※３日前まで

に要予約
健康政策課 本３階

（２３）８７０４
こころの病を理解す

るための家族教室 １月21日㊎

13：30～15：30 県北健康
福祉センター

日中活動や仕事に
ついて話そう！

※要予約

県北健康福祉
センター

（２２）２２５９精神保健福祉
クリニック １月27日㊍ 精神科医への

個別相談
薬物問題をお持ち
の方の家族の集い １月13日㊍ テキストワーク

座談会 （２２）２３６４

※子育て支援センター・つどいの広場・子育てサロンは、事前予約制、人数制限を行っています。
休館日が変更になることもありますので、最新情報はホームページなどを確認するか直接お問
い合わせください。

子育て支援情報

■ファミリーサポートセンター
　（保育課内）
　　（２３）８７３９
　子育ての手助けをしたい・して
ほしい方が会員となり、地域で子
育てを支え合う組織です。

■一時保育センター（子ども未来館内）　
 （２２）２８１３
▶開設日時：９:00 ～ 17:00
　（休館日を除く）
▶対象：４か月～就学前の健康な乳

幼児（市外の方を含む）
▶料金：１時間３００円
　  （市外の方は５００円）
※１回４時間、月５回まで。
　事前申込が必要。（一定要件あり）

つどいの広場 さくやま トコトコ
場所 旧さくやま保育園 子ども未来館

開設日時 ㊊・㊌・㊎・第４㊏
９：00 ～ 11：30 ／ 12：00 ～ 13：30

㊊～㊎　
９：00 ～ 11：15 ／ 12：30 ～ 14:30

休館日 1/1㊏～3㊊,21㊎PM 1/1㊏～4㊋,21㊎PM,2/3㊍PM

子育てサロン かねだ のざき かわにし
場所 金田北地区公民館 うすばアットホーム 川西高齢者ほほえみセンター

開設日時 ㊋９：00 ～ 11:30 ㊍９：00 ～ 11:30 ㊌９：00 ～ 11:30
休館日 1/4㊋ 1/6㊍ －

病児・病後児保育 病後児のみ　※要登録 病児・病後児　※要登録
施設 保育園ベビーエンゼル 国際医療福祉大学　金丸こども園

利用時間 ㊊～㊎８：00 ～ 18：00
料金（１日） 病児　２, ０００円／病後児　５００円

予約電話 　　 （２２）８８３４ 　　 （４８）６６１０

保健に関する教室・相談

子育て支援センター しんとみ ゆづかみ すくすくきっず（くろばね） ひかり
場所 しんとみ保育園 ゆづかみ保育園 くろばね保育園 ひかり幼稚園
電話 　 （２２）５５７７ 　 （９８）３８８１ （５９）１０７７ 　 （２３）５５３３

開設日時
㊊～㊎

９：00 ～ 11:30
13:00 ～ 15：30

㊊～㊎
９：00 ～ 11:30
13:00 ～ 15：30

㊊～㊎
10：00 ～ 12:00
13:30 ～ 16:00

㊊～㊎
10：00 ～ 11:30
13:00 ～ 14：30

休館日 1/1㊏～3㊊,27㊍ 1/1㊏～4㊋,27㊍ 1/1㊏～5㊌,27㊍

市民健康診査

■令和４年度市民健康診査申込みについて
●申込書の配布方法
▶世帯ごとに対象となる方の申込書を郵送します。
▶郵送時期…令和４年２月下旬
●申込みについて
▶申込開始日…２月24日㊍
▶申込方法…インターネット、電話、ＦＡＸ、郵便など

■令和３年度市民健康診査『集団健診』は、12月４日㊏
で終了となりました。多くの方々に受診いただき、
ありがとうございました。

■医療機関健診（基本健診・乳がん検診・子宮がん検診）
は２月28日㊊まで受診できます。受診を希望される
方は、右記へお問い合わせください。

　なお、基本健診は国民健康保険、後期高齢者医療制
度に加入されてる方が対象です。市の健診は、1 年に
1 回の受診です。市民健康診査および国民健康保険の
人間ドック・脳ドックで受診した項目は、重複して
受診することはできません。 問申 健康政策課　　　３階　　（２３）７６０１本



事前に当番医療機関に電話してから受診してください。
また、やむを得ず変更になる場合があります。【診療時間】9：00 ～ 17：00

とちぎ子ども救急電話相談・子ども（おおむね15 歳未満）
【時間】㊊～㊏18：00～翌朝８：00　㊐・㊗８：00～翌朝８：00　　
　   ＃8000　または　　028（600）0099

夜 間 診 療【診療時間】毎日 19：00 ～ 21：30

とちぎ救急医療電話相談・大人（おおむね15 歳以上）
【相談時間】㊊～㊎18：00～22：00　㊏・㊐・㊗16：00～22：00
　　＃7111　または　　028（623）3344

那須地区夜間急患診療所
（中田原 1081-4 ／那須赤十字病院 1階）

　０２８７（４７）５６６３
●診療科目…内科・小児科
※那須赤十字病院と併設ですが、別の医療機関になります。

急な病気やけがで心配な時に

休日当番医

相談会場にご来場の際は、マスク着用にご協力ください。 ★…祝日・年末年始を除く。各種相談

月 日 当番医名 住所 電話

１
月

１日㊏ 吉成小児科医院 新富町 2-1-22 　（22）2412

２日㊐ 江部医院 黒羽向町 60 （54）0013

３日㊊ 阿部内科 佐久山 2018 　（28）0053

９日㊐ 益子クリニック 黒羽田町 827 （54）2727

月 日 当番医名 住所 電話

1
月

10日㊊ 増山胃腸科クリニック 加治屋83-413 　（23）6321

16日㊐ 増山医院（小滝） 小滝 1107-6 　（22）2336

23日㊐ 増山医院（佐良土） 佐良土 861 　（98）2008

30日㊐ 松井医院 城山 1-2-3 （22）2067

相談 日時 場所 問い合わせ

総
合
行
政

相
談

大田原地区 １月17日㊊ 10:00～12:00 市総合文化会館 市情報政策課 本６階
（２３）８７００

※中止の際は市ホームページ・よい
ちメールでお知らせします。

湯津上地区 １月５日㊌
２月２日㊌   13:00～16:00 佐良土多目的交流センター

黒羽地区 １月11日㊋   9:30～12:00 黒羽・川西地区公民館

人
権
相
談

大田原地区 １月17日㊊   9:30～12:00 市総合文化会館
市総務課 本６階
（２３）１１１１湯津上地区 １月５日㊌

２月２日㊌ 13:00～16:00 佐良土多目的交流センター

黒羽地区 １月11日㊋   9:30～12:00 黒羽・川西地区公民館

心
配
ご
と

相
談

★大田原地区 毎週㊎　　   9:00～12:00 市役所Ａ別館 市社会福祉協議会 （２３）１１３０

★湯津上地区 毎月第１㊌   13:00～16:00 佐良土多目的交流センター 　〃　湯津上支所 （９８）３７１５

　  ★黒羽地区 毎月第３㊍   9:00～12:00 社会福祉協議会黒羽支所 　〃　　黒羽支所 （５４）１８４９

広域無料法律相談（要予約） １月13日㊍   13:30～16:40
トコトコ大田原３階
市民交流センター

市総務課 本６階
（２３）１１１１

※申込多数につき、お一人様年度内
１回限りとなります。

（予約受付：１月６日㊍～12日㊌）

市民無料法律相談（要予約） １月26日㊌  13:30～16:00
（予約受付：１月19日㊌～25日㊋）

公正証書無料相談（要予約） １月26日㊌   10:00～12:00
  13:00～16:00 大田原公証役場 大田原公証役場

（２３）０６６６

不動産無料相談会（要予約） １月21日㊎　   13:30～15:30 不動産会館県北支部
（黒磯文化会館前）

（公社）宅建協会県北支部
０２８７（６２）６６７７

栃木県司法書士会
相続登記相談センター
（相続・遺言に関する相談、
１回30分程度）（要予約）

電話 第２・４㊏   10:00～15:00 ― 相続登記相談センター（栃木県司法書士会）
０２８（６１４）１１２２

面談 予約時に各司法書士と調整
※要無料クーポン

無料クーポン、相続登記相談センター登録司法書士につい
ては、右のＱＲコードからホームページをご覧ください。

自殺予防いのちの電話
フリーダイヤル

毎月10日 8:00～11日 8:00（24時間）
毎日午後4時～9時（５時間） ― フリーダイヤル

０１２０（７８３）５５６

★がん相談支援 　㊊～㊎    9：30～12：30
13：30～16：30 那須赤十字病院

相談室１
那須赤十字病院がん相談支援センター

０８０（７５７６）２６５５
   第１・３㊏   9：30～11：30

★子育てに関する相談 　㊊～㊎　　           8:30～16:00 子育て相談室 市子ども幸福課 本３階
（２４）０１１２

★生活困窮者の相談支援 　㊊～㊎　　           8：30～17：15 市役所Ａ別館 市社会福祉協議会
（２３）１１３０

★ＤＶ（配偶者等暴力）・離婚
に関する相談窓口（要予約） 　㊊～㊎　　           9：00～16：00 市子ども幸福課 市子ども幸福課 本３階

（２３）８７９２

教育支援相談会（要予約）
※小中学校への就学相談です

１月11日㊋ 13：00～17：00

市役所本庁舎４階 市学校教育課 本４階　
（２３）３１２５　１月31日㊊ 9：00～12：00

２月４日㊎ 13：00～17：00

★不登校・いじめなどに関
する相談窓口（電話相談可） 　㊊～㊎　　           8：30～17：15 市教育支援センター 市教育支援センター（大志館すばる内）

（２２）５８８４
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